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Ⅰ．調査の概要 

1．調査の目的 

＜観光振興＞と＜防災対策＞及び市政全般（経年比較）について、それぞれの市民意識を

把握し、今後の施策推進のための参考資料とする。 

 

2．調査の設計 

（1）調査対象 

住民基本台帳（基準日：平成29年6月30日）から無作為に抽出した満18歳以上90歳未

満の市民2,000人 

（2）調査方法 

郵送による配布及び回収 

（3）調査期間 

平成29年7月18日から7月31日 

（4）調査内容 

・観光振興について 

・防災対策について 

・市政全般について 

 

3．回収結果 

配布数 回収数 有効回収数 有効回答率 

2,000 票 

 804 票 

40.2% 
804 票 うち無効票 男性 女性 不明 

0 票 
387 票 413 票 4 票 

48.1% 51.4% 0.5% 

 

4．報告書の見方 

（1）回答比率は（％）、原則として各設問の無回答を含む集計対象総数（回答者数）を100％

として算出し、小数点第2位以下を四捨五入して表示した。四捨五入の結果、内訳の合

計が計に一致しないことがある。また、1人の対象者に2つ以上の回答を求める設問（「複

数回答」と表記）では、回答比率（MA％）の合計は100.0%を超える。 

（2）設問によっては、長文の項目が含まれるため、文字数を少なくして表記している場合

がある。 

（3）クロス集計の結果を示す「全体」等には、該当者の少ない分類項目、性別や年齢不明、

無回答などを含んでいる。 

（4）無回答に不明を含む。 
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Ⅱ．回答者の属性 
 

1．性別（問 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の性別は、「男性」が 48.1%、「女性」が 51.4%となっている。 

 

2．年齢（問 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の年齢は、「60 歳～69 歳」が 20.6%と最も高く、次いで「40 歳～49 歳」が 19.2%、

「50 歳～59 歳」が 18.2％となっている。60 歳以上で全体の 41.3%を占めている。 

 

回答数

1 男性 387

2 女性 413

無回答 4

全体 804

48.1

51.4

0.5

0 10 20 30 40 50 60
(％)

48.1 51.4
0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 無回答女性

回答数

1 18歳・19歳 17

2 20歳～29歳 68

3 30歳～39歳 84

4 40歳～49歳 154

5 50歳～59歳 146

6 60歳～69歳 166

7 70歳～79歳 117

8 80歳以上 49

無回答 3

全体 804

2.1

8.5

10.4

19.2

18.2

20.6

14.6

6.1

0.4

0 10 20 30
(％)

2.1 8.5 10.4 19.2 18.2 20.6 14.6 6.1
0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答80歳以上60～69歳 70～79歳50～59歳40～49歳30～39歳20～29歳18・19歳
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3．家族構成（問 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の家族構成は、「親子 2 世代世帯」が 54.0%と最も多く、次いで「夫婦のみの世帯」

が 28.6%、「単身（ひとり暮らし）」が 8.1％となっている。 

 

4．結婚（問 4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の結婚の状況については、「はい（事実婚含む）」が 74.6%、「いいえ」が 24.4%とな

っている。 

 

  

回答数

1 単身（ひとり暮らし） 65

2 夫婦のみの世帯 230

3 親子2世代世帯 434

4 親子孫3世代世帯 57

5 その他 9

無回答 9

全体 804

8.1

28.6

54.0

7.1

1.1

1.1

0 10 20 30 40 50 60
(％)

8.1 28.6 54.0 7.1
1.1

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答その他ひとり暮らし 夫婦のみ 親子2世代 親子孫3世代

回答数

1 はい（事実婚含む） 600

2 いいえ 196

無回答 8

全体 804

74.6

24.4

1.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
(％)

74.6 24.4
1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい 無回答いいえ
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5．職業（問 5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の職業は、「勤め人（常勤）」が 33.8%と最も多く、次いで「無職」が 25.5%、「勤め

人（非常勤・パート等）」が 15.8%となっている。 

 

6．通算居住年数（問 6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の河内長野市での通算居住年数は、「20 年～30 年未満」が 31.2%と最も多く、次いで

「30 年～50 年未満」が 24.1%、「10 年～20 年未満」が 22.6％となっている。 

  

回答数

1 勤め人（常勤） 272

2 127

3 自営業・自由業 33

4 農林漁業 3

5 家事専従 118

6 学生 39

7 その他 5

8 無職 205

無回答 2

全体 804

勤め人（非常勤・パート等）

33.8

15.8

4.1

0.4

14.7

4.9

0.6

25.5

0.2

0 10 20 30 40
(％)

33.8 15.8 4.1
0.4

14.7 4.9 0.6 25.5
0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答無職学生 その他家事専従農林漁業自営業等パート等常勤

回答数

1 5年未満 59

2 5年～10年未満 67

3 10年～20年未満 182

4 20年～30年未満 251

5 30年～50年未満 194

6 50年以上 50

無回答 1

全体 804

7.3

8.3

22.6

31.2

24.1

6.2

0.1

0 10 20 30 40
(％)

7.3 8.3 22.6 31.2 24.1 6.2
0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答5～10年 10～20年 20～30年 50年以上5年未満 30～50年
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7．以前の居住地（問 7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の以前の居住地は、「堺市」が 18.5%と最も多く、次いで「河内長野市以外の南河内

地域」が 17.5%、「大阪府以外の都道府県または海外」が 15.3%となっている。 

 

  

回答数

1 65

2 106

3 141

4 堺市 149

5 大阪市 77

6 その他の大阪府 91

7 123

無回答 52

全体 804

生まれてからずっと現在地

現在地以外の河内長野市

河内長野市以外の南河内地域

大阪府以外の都道府県または海外

8.1

13.2

17.5

18.5

9.6

11.3

15.3

6.5

0 10 20
(％)

8.1 13.2 17.5 18.5 9.6 11.3 15.3 6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答大阪府現在地 河内長野市 南河内地域 堺市 大阪市 大阪府外
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8．居住地区（問 8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校区を基本とした居住地区では、「千代田地区」と「長野地区」がともに 11.9%と最も

多く、次いで「南花台地区」が 9.3%となっている。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

（地域の分類） 

長野地域   －小山田地区、長野地区 

東地域    －天見地区、川上地区、三日市地区 

千代田地域  －楠地区、千代田地区 

西地域    －天野地区、高向地区 

加賀田地域  －加賀田地区、石仏地区 

美加の台地域 －美加の台地区 

南花台地域  －南花台地区 

 

中学校区を基本とした地域別でみると、「千代田地域」が 20.6%と最も多く、次いで「長野

地域」が 19.4%、「東地域」が 18.0%となっている。 

 

回答数

1 天野地区 49

2 天見地区 8

3 小山田地区 60

4 加賀田地区 62

5 石仏地区 43

6 川上地区 68

7 楠地区 70

8 高向地区 31

9 千代田地区 96

10 長野地区 96

11 南花台地区 75

12 美加の台地区 54

13 三日市地区 68

無回答 24

全体 804

6.1

1.0

7.5

7.7

5.3

8.5

8.7

3.9

11.9

11.9

9.3

6.7

8.5

3.0

0 10 20
(％)

19.4 18.0 20.6 10.0 13.0 6.7 9.3 3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答美加の台地域長野地域 東地域 千代田地域 西地域 加賀田地域 南花台地域
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Ⅲ．調査結果の分析 

1．観光振興について 

（1）河内長野市の観光に対する評価 

問 12 河内長野市の観光に対する評価について、あなたはどのように思われますか。①～

⑫のそれぞれについてご回答ください。（○はそれぞれ 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の観光に関しての 12 項目について、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合

わせた『思う』は、“市外に誇れる魅力ある自然がある”が 84.4％と最も多く、次いで“市外

に誇れる魅力ある歴史・文化がある”が 77.3%、“日帰り観光に適している”が 55.4％となっ

ている。 

一方『思う』が少ない項目は、“宿泊・滞在して観光を楽しめるまちである”（11.1%）、“市

民による観光客へのおもてなしができている”（12.1％）、“魅力的なイベントがある”（15.5％）

となっている。 

 

 

  

そう思う

37.3 

28.2 

8.7 

11.1 

4.1 

11.6 

1.9 

2.1 

2.7 

2.6 

1.9 

2.9 

どちらかといえば

そう思う

47.1 

49.1 

28.1 

37.1 

16.7 

43.8 

9.2 

14.3 

12.8 

15.5 

10.2 

17.3 

どちらかといえば

そう思わない

9.6 

16.0 

45.6 

28.9 

49.9 

24.5 

41.8 

45.3 

47.8 

51.0 

52.2 

48.8 

そう思わない

4.4 

4.6 

14.9 

21.1 

27.0 

18.0 

44.9 

35.6 

34.5 

28.1 

32.7 

28.2 

無回答

1.6 

2.0 

2.6 

1.9 

2.4 

2.1 

2.2 

2.7 

2.2 

2.7 

3.0 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

魅力ある自然

魅力ある歴史・文化

市内産業

交通利便性

観光の交通の便

日帰り観光

宿泊・滞在型

特産品がある

魅力的なイベント

観光看板

おもてなし

観光情報の発信

凡  例 

（804 名） 

① 市外に誇れる魅力ある 

自然がある 

② 市外に誇れる魅力ある 

歴史・文化がある 

③ 観光に活用できる 

市内産業がある 

④ 大阪中心部からの 

交通利便がよい 

⑤ 市内観光のための 

交通の便がよい 

⑥ 日帰り観光に適している 

⑦ 宿泊・滞在して観光を 

楽しめるまちである 

⑧ 観光客が購入したくなる 

特産品がある 

⑨ 魅力的なイベントがある 

⑩ 観光看板などが 

わかりやすい 

⑪ 市民による観光客への 

おもてなしができている 

⑫ 観光 PR や観光情報の 

発信ができている 
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（2）観光客へのお勧めのスポット 

問 13 あなたが、河内長野市を訪れる観光客のみなさんにお勧めのスポットは何ですか。

お勧めの第 1位～第 3位をご記入ください。 

 

第 1 位から第 3 位の順位を『観光ポイント』（第 1 位＝3 点、第 2 位＝2 点、第 3 位＝1 点）

として計算すると、「観心寺」が 1,122 点と最も多く、次いで「関西サイクルスポーツセンタ

ー」（618 点）、「大阪府立花の文化園」（443 点）などとなっている。 

 

順
位 （804 名） 

合計
得点 

第 1 位 第 2 位 第 3 位 
件 ％ 件 ％ 件 ％ 

1 観心寺 1,122 287 35.7 100 12.4 61 7.6 

2 関西サイクルスポーツセンター 618 103 12.8 98 12.2 113 14.1 

3 大阪府立花の文化園 443 59 7.3 82 10.2 102 12.7 

4 天野山金剛寺 368 49 6.1 90 11.2 41 5.1 

5 滝畑ダム 312 47 5.8 62 7.7 47 5.8 

6 滝畑四十八滝 203 37 4.6 29 3.6 34 4.2 

7 桜（市内各所） 198 38 4.7 28 3.5 28 3.5 

8 延命寺 187 18 2.2 42 5.2 49 6.1 

9 岩湧山 174 25 3.1 35 4.4 29 3.6 

10 高野街道 155 25 3.1 26 3.2 28 3.5 

11 酒蔵通り 126 10 1.2 33 4.1 30 3.7 

12 光滝寺キャンプ場 117 19 2.4 21 2.6 18 2.2 

13 道の駅 奥河内くろまろの郷 109 15 1.9 18 2.2 28 3.5 

14 紅葉（市内各所） 89 4 0.5 28 3.5 21 2.6 

15 わからない 80 15 1.9 9 1.1 17 2.1 

16 南天苑 69 8 1.0 11 1.4 23 2.9 

17 寺ヶ池公園 56 4 0.5 13 1.6 18 2.2 

18 ダイヤモンドトレール 46 8 1.0 7 0.9 8 1.0 

19 小深の里マス釣り場 33 3 0.4 8 1.0 8 1.0 

20 つまようじ資料室 26 2 0.2 7 0.9 6 0.7 

21 その他 22 3 0.4 4 0.5 5 0.6 

22 長野公園 21 2 0.2 4 0.5 7 0.9 

23 岩湧寺 19 2 0.2 4 0.5 5 0.6 

24 四季彩館 17 2 0.2 3 0.4 5 0.6 

25 
烏帽子形八幡神社 15 3 0.4 2 0.2 2 0.2 

フルーツランド天野山 15 1 0.1 3 0.4 6 0.7 

27 河内長野荘 11 1 0.1 1 0.1 6 0.7 

28 すだれ資料館 8 1 0.1 2 0.2 1 0.1 

29 木根館 7 1 0.1 1 0.1 2 0.2 

30 ふるさと歴史学習館 3 0 0.0 1 0.1 1 0.1 

※「その他」の内容：金剛山、天見駅から美加の台駅まで続く遊歩道、河合寺 など 
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観光客へのお勧めスポットの第 1 位では、「観心寺」が 35.7％と最も多く、次いで「関西サ

イクルスポーツセンター」（12.8％）、「大阪府立花の文化園」（7.3％）となっている。 

第 2 位では、第 1 位と同様「観心寺」が 12.4％と最も多く、次いで「関西サイクルスポーツ

センター」が 12.2％となっており、3 番目は「天野山金剛寺」が 11.2％となっている。 

第 3 位では、「関西サイクルスポーツセンター」が 14.1％と最も多く、次いで「大阪府立花

の文化園」が 12.7％、「観心寺」が 7.6％となっている。 

 

【お勧めスポット～観光ポイント 上位 5位～ 性別・年齢別】（下段は得点） 

 第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位 

全体 

（804 名） 

観心寺 

1,122 点 

関西サイクルス
ポーツセンター 

618 点 

大阪府立 
花の文化園 

443 点 

天野山金剛寺 
368点 

滝畑ダム 

312 点 

男性 

（387 名） 

観心寺 

527 点 

関西サイクルス
ポーツセンター 

299 点 

大阪府立 
花の文化園 

196 点 

滝畑ダム 

183 点 

天野山金剛寺 
162点 

女性 

（413 名） 

観心寺 

586 点 

関西サイクルス
ポーツセンター 

316 点 

大阪府立 
花の文化園 

246 点 

天野山金剛寺 
201点 

滝畑ダム 

129 点 

10～20 歳代 

（85 名） 

関西サイクルス
ポーツセンター 

100 点 

観心寺 

90 点 

大阪府立 
花の文化園 

43 点 

桜（市内各所） 
31 点 

天野山金剛寺 

30 点 

30 歳代 

（84 名） 

関西サイクルス
ポーツセンター 

116 点 

観心寺 

77 点 

大阪府立 
花の文化園 

48 点 

滝畑ダム 

42 点 

光滝寺キャ
ンプ場 

36 点 

40 歳代 

（154 名） 

観心寺 

181 点 

関西サイクルス
ポーツセンター 

136 点 

滝畑ダム 

72 点 

大阪府立 
花の文化園 

58 点 

酒蔵通り 

53 点 

50 歳代 

（146 名） 

観心寺 

230 点 

関西サイクルス
ポーツセンター 

106 点 

天野山金剛寺 
67点 

滝畑ダム 

61 点 

大阪府立 
花の文化園 

58 点 

60 歳代 

（166 名） 

観心寺 

278 点 

大阪府立 
花の文化園 

123 点 

天野山金剛寺 
90点 

関西サイクルス
ポーツセンター 

78 点 

滝畑ダム 

62 点 

70 歳代 

（117 名） 

観心寺 

188 点 

天野山金剛寺 
89点 

大阪府立 
花の文化園 

76 点 

関西サイクルス
ポーツセンター 

55 点 

滝畑ダム 

39 点 

80 歳以上 

（49 名） 

観心寺 

79 点 

天野山金剛寺 
44点 

大阪府立 
花の文化園 

43 点 

関西サイクルス
ポーツセンター 

34 点 

延命寺／滝
畑四十八滝 

27 点 

 

観光ポイントの得点を性別にみると、男女とも「観心寺」が第 1 位、「関西サイクルスポー

ツセンター」が第 2 位、第 3 位が「大阪府立花の文化園」となっている。 

得点を年齢別にみると、10～20 歳代と 30 歳代は「関西サイクルスポーツセンター」が第 1

位、第 2 位が「観心寺」となっている。40 歳以上は「観心寺」が第 1 位であり、第 2 位は 40

歳代と 50 歳代は「関西サイクルスポーツセンター」、60 歳代は「大阪府立花の文化園」、70

歳代と 80 歳以上は「天野山金剛寺」となっている。 
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（3）観光客にお勧めのイベント 

問 14 あなたが、河内長野市を訪れる観光客のみなさんにお勧めのイベントは何ですか。 

（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光客へのお勧めのイベントは、「わからない」が 23.9％と多くなっており、イベントとし

ては「高野街道まつり」（19.9％）、「文化財ライトアップ（観心寺）」（11.4％）、「イルミネーシ

ョン（寺ヶ池公園・ラブリーホール）」（10.8％）があげられている。 

 

【お勧めイベント～上位 5位～ 性別】（下段は％） 

 第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位 

全体 

（804 名） 

わからない 

23.9％ 

高野街道まつり 
19.9％ 

文化財ライトア
ップ（観心寺） 

11.4％ 

イルミネーション 
（寺ヶ池公園・ラブ
リーホール） 

10.8％ 

奥河内イルミ
ナージュ 

（花の文化園） 
10.6％ 

男性 

（387 名） 

わからない 

28.2％ 

高野街道まつり 
21.4％ 

文化財ライトア
ップ（観心寺） 

13.4％ 

奥河内イルミ
ナージュ 

（花の文化園） 
9.3％ 

イルミネーション 
（寺ヶ池公園・ラブ
リーホール） 

7.2％ 

女性 

（413 名） 

わからない 

19.9％ 

高野街道まつり 
18.6％ 

イルミネーション 
（寺ヶ池公園・ラブ
リーホール） 

14.3％ 

奥河内イルミ
ナージュ 

（花の文化園） 
11.6％ 

文化財ライトア
ップ（観心寺）／
南海電車まつり 

9.4％ 

 

性別にみると、男女とも第 1 位は「わからない」、第 2 位は「高野街道まつり」となってお

り、第 3 位は男性が「文化財ライトアップ（観心寺）」で、女性は「イルミネーション（寺ヶ

池公園・ラブリーホール）」となっている。 

 

 

  

回答数

1 高野街道まつり 160

2 92

3 商工祭 4

4 市民まつり 32

5 85

6 87

7 6

8 27

9 南海電車まつり 64

10 その他 35

11 わからない 192

無回答 20

全体 804

文化財ライトアップ（観心寺）

奥河内イルミナージュ（花の文化園）

イルミネーション（寺ヶ池公園・ﾗﾌﾞﾘｰﾎｰﾙ）

奥河内ロゲイニング大会

河内長野シティマラソン

19.9

11.4

0.5

4.0

10.6

10.8

0.7

3.4

8.0

4.4

23.9

2.5

0 10 20 30
(％)
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【お勧めイベント～上位 5位～ 年齢別】（下段は％） 

 第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位 

全体 

（804 名） 

わからない 

23.9％ 

高野街道まつり 
19.9％ 

文化財ライトア
ップ（観心寺） 

11.4％ 

イルミネーション 
（寺ヶ池公園・ラブ
リーホール） 

10.8％ 

奥河内イルミ
ナージュ（花の

文化園） 

10.6％ 

10～20 歳代 

（85 名） 

イルミネーション（寺ヶ池公園・ラブリ
ーホール）／わからない 

18.8％ 

高野街道まつり／奥河内イルミ
ナージュ（花の文化園） 

11.8％ 

文化財ライトア
ップ（観心寺） 

9.4％ 

30 歳代 

（84 名） 
南海電車まつり 

23.8％ 

わからない 

17.9％ 

奥河内イルミ
ナージュ（花の

文化園） 
13.1％ 

高野街道まつり 

11.9％ 

イルミネーション 
（寺ヶ池公園・ラブ
リーホール） 

9.5％ 

40 歳代 

（154 名） 

わからない 

20.8％ 

高野街道まつり 
20.1％ 

南海電車まつり

13.6％ 

文化財ライトア
ップ（観心寺） 

11.0％ 

奥河内イルミ
ナージュ（花の

文化園） 
8.4％ 

50 歳代 

（146 名） 

わからない 

24.0％ 

文化財ライトア
ップ（観心寺） 

17.1％ 

高野街道まつり／イルミネーショ
ン（寺ヶ池公園・ラブリーホール） 

15.8％ 

奥河内イルミ
ナージュ（花の
文化園）／南海
電車まつり 

7.5％ 

60 歳代 

（166 名） 

わからない 

30.1％ 
高野街道まつり 

24.7％ 

奥河内イルミ
ナージュ（花の

文化園） 

12.0％ 

文化財ライトア
ップ（観心寺） 

9.6％ 

イルミネーション 
（寺ヶ池公園・ラブ
リーホール） 

6.6％ 

70 歳代 

（117 名） 

高野街道まつり 

29.9％ 
わからない 

28.2％ 

文化財ライトア
ップ（観心寺） 

12.8％ 

奥河内イルミ
ナージュ 

（花の文化園） 
12.0％ 

イルミネーション 
（寺ヶ池公園・ラブ
リーホール） 

5.1％ 

80 歳以上 

（49 名） 

わからない 

22.4％ 
高野街道まつり 

18.4％ 

文化財ライトアップ（観心寺）／ 
イルミネーション（寺ヶ池公園・ラブリ

ーホール） 
12.2％ 

奥河内イルミ
ナージュ（花の

文化園） 
10.2％ 

 

年齢別にみると、第 1 位は、10～20 歳代は「イルミネーション（寺ヶ池公園・ラブリーホ

ール）」と「わからない」であり、30 歳代は「南海電車まつり」、70 歳代は「高野街道まつり」

であり、その他の年齢は「わからない」となっている。 
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（4）観光客にお勧めの食べ物 

問 15 あなたが、河内長野市を訪れる観光客のみなさんにお勧めの食べ物は何ですか。 

（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光客へのお勧めの食べ物は、「地酒」が 27.5％と最も多く、次いで「もも」が 26.2％、「わ

からない」が 22.3％となっている。 

 

問 15－1 （1～15を選んだ方）具体的な名称があればご記入ください。 

 

観光客へのお勧めの食べ物の具体的な名称については、「7．米」「10．ジャム」「13．洋菓子」

を除き、記述されている。 

（内容及び選んだ理由については省略） 

 

 

  

回答数

1 奥河内ながのfoodo 32

2 もも 211

3 梨 14

4 ぶどう 41

5 トマト 7

6 みかん 9

7 米 3

8 野菜 18

9 しいたけ 8

10 ジャム 3

11 地酒 221

12 和菓子 10

13 洋菓子 1

14 日本料理 5

15 その他 6

16 わからない 179

17 複数回答 10

無回答 26

全体 804

4.0

26.2

1.7

5.1

0.9

1.1

0.4

2.2

1.0

0.4

27.5

1.2

0.1

0.6

0.7

22.3

1.2

3.2

0 10 20 30
(％)
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（5）市外の人に教えたい隠れた観光スポット・飲食店・小売店 

問 16 あなたが、市外の人に教えたい隠れた観光スポット・食・お店などはありますか。

ありましたら、その理由などをご記入ください。 

（1）その種類は何ですか。（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市外の人に教えたい隠れた観光スポット・飲食店・小売店については、「特にない」が 67.5％

と最も多く、次いで「観光スポット」が 10.2％、「飲食店」が 8.6％となっている。 

 

問 16 （市外の人に教えたい隠れた観光スポット・食・お店） 

（2）具体的な名称をご記入ください。 

（3）選んだ理由をご記入ください。 

 

市外の人に教えたい隠れた観光スポット等は、以下の通りとなっている。（理由は省略） 

 

【1 観光スポット】 

観心寺・延命寺、滝畑ダム・滝畑四十八滝、関西サイクルスポーツセンター、花の文化園、

岩湧山、天野山金剛寺、長野公園、光滝寺キャンプ場、奥河内くろまろの郷、高野街道、住

宅街の桜、石川の蛍などがあげられている。 

【2 飲食店】 

レストランや中華料理店、うどん・そば店、パン屋、お好み焼き店などがあげられている。 

【3 小売店】 

豆菓子店や酒屋、和菓子、パン屋などがあげられている。 

 

  

回答数

1 観光スポット 82

2 飲食店 69

3 小売店 22

4 その他 20

5 特にない 543

無回答 68

全体 804

10.2

8.6

2.7

2.5

67.5

8.5

0 10 20 30 40 50 60 70
(％)
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（6）市の観光に関するホームページの閲覧状況 

問 17 あなたは、下記の河内長野市の観光に関するホームページなどをご覧になったこと

がありますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河内長野市の観光に関するホームページの閲覧（複数回答）は、「見たことがない」が 73.8％

と多く、次いで「市ホームページ内の観光ページ」が 15.3％、「観光協会ホームページ」が 9.8％

となっている。 

 

問 17－1 ホームページなどをご覧になった感想をお聞かせください。 

 

河内長野市の観光に関するホームページなどを閲覧した感想は、以下の通りとなっている。 

 

【ホームページ閲覧の主な感想】 

1．「良い」との感想 

見やすくわかりやすい 

よくできていると思う 

わかりやすい 

河内長野の自然豊かな写真等が掲示されていて目を惹く 

2．「普通」との感想 

普通。他市とのホームページと変わらない 

3．「悪い」との感想 

情報発信量が少ない 

イベントなどがないと更新が遅い 

盛りだくさんすぎてわかりにくい 

ほしい情報にたどりつけない、見つけにくい 

インパクトが弱い 

あまり印象に残らない 

 

  

回答数

1 123

2 観光協会ホームページ 79

3 市公式Facebook 33

4 観光協会Facebook 28

5 見たことがない 593

無回答 43

回答総数 899

全体 804

市ホームページ内の観光ページ 15.3

9.8

4.1

3.5

73.8

5.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80
(MA％)
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（7）観光客に対する活動で参加してみたいもの 

問 18 あなたは、観光客に対する次の①～⑦の活動に、どの程度参加してみたいと思われ

ますか。（○はそれぞれ 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光客に対しての活動への参加意向は、「ぜひ、参加したい」と「参加できるように努める」

を合わせた『参加意向あり』は、“観光客に対して、おもてなしの気持ちで接する”が 47.7％

と最も多く、次いで“困っている観光客の手助けをする”が 45.7％、“河内長野市で観光客が

気持ちよく過ごせるよう、まちや観光地の景観の美化・保全に努める”が 41.2％となっている。 

 

  

ぜひ参加

4.6 

5.8 

3.1 

6.0 

2.4 

7.2 

1.1 

参加に努める

36.6 

39.9 

31.2 

41.7 

17.4 

32.5 

17.4 

参加できない

32.3 

28.7 

31.5 

27.9 

39.4 

29.5 

34.0 

参加したくない

21.8 

20.9 

29.0 

19.5 

35.4 

25.2 

42.2 

無回答

4.7 

4.6 

5.2 

5.0 

5.3 

5.6 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

美化・保全

手助け

観光PR

おもてなし

ボランティア

外国人の受入

休憩所の提供

ぜひ、
参加したい

参加できるよう
に努める

参加したいが、
都合でできない

参加したくない 無回答
凡  例 

（804 名） 

① 河内長野市で観光客が気持ち
よく過ごせるよう、まちや観光
地の景観の美化・保全に努める 

② 困っている観光客の手助け
をする 

③ 市外の方々へ河内長野市の
観光を PR する 

④ 観光客に対して、おもてな
しの気持ちで接する 

⑤ 観光ガイド・通訳などのボ
ランティア活動に取り組む 

⑥ 外国からの観光客に対し、抵
抗感を持つことなく接する 

⑦ 休憩する所（トイレ、湯茶）
を提供する 
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【『参加意向あり』 年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『参加意向あり』を年齢別にみると、“観光客に対して、おもてなしの気持ちで接する”は、

40 歳代が 56.5％、30 歳代が 54.8％、10～20 歳代が 50.6％となっている。 

また、“困っている観光客の手助けをする”は 40 歳代が 55.2％、30 歳代が 54.8％、10～20

歳代が 48.2％となっている。“河内長野市で観光客が気持ちよく過ごせるよう、まちや観光地

の景観の美化・保全に努める”は、40 歳代が 50.0％、30 歳代が 45.2％、10～20 歳代が 44.7％

となっている。 

 

  

41.2 

44.7 

45.2 

50.0 

36.3 

41.6 

36.8 

24.5 

0 20 40 60

全体

(804名)

10～20歳代

(85名)

30歳代

(84名)

40歳代

(154名)

50歳代

(146名)

60歳代

(166名)

70歳代

(117名)

80歳以上

(49名)

(％)

1．美化・保全

45.8 

48.2 

54.8 

55.2 

36.3 

46.4 

39.3 

26.5 

0 20 40 60
(％)

2．手助け

34.3 

31.8 

44.0 

35.1 

26.0 

38.0 

32.5 

36.7 

0 20 40 60
(％)

3．観光PR

47.6 

50.6 

54.8 

56.5 

43.8 

47.0 

39.3 

36.7 

0 20 40 60
(％)

4．おもてなし

39.7 

49.4 

48.8 

47.4 

33.6 

38.6 

27.4 

32.7 

0 20 40 60
(％)

6．外国人の受入

19.8 

30.6 

27.4 

25.3 

17.1 

14.5 

12.0 

14.3 

0 20 40 60

全体

(804名)

10～20歳代

(85名)

30歳代

(84名)

40歳代

(154名)

50歳代

(146名)

60歳代

(166名)

70歳代

(117名)

80歳以上

(49名)

(％)

5．ボランティア

18.5 

29.4 

19.0 

18.8 

11.6 

15.7 

21.4 

20.4 

0 20 40 60
(％)

7．休憩所の提供

① 河内長野市で観光
客が気持ち良く過
ごせるよう、まちや
観光地の景観の美
化・保全に努める 

④ 観光客に対して、お

もてなしの気持ちで

接する 

③ 市外の方々へ河内

長野市の観光を

PRする 

 

② 困っている観光客の

手助けをする 

⑦ 休憩する所（トイ

レ、湯茶）を提供

する 

⑥ 外国からの観光客

に対し、抵抗感を

持つことなく接す

る 

⑤ 観光ガイド・通訳な

どのボランティア活

動に取り組む 
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問 18－1 （観光客に対する活動として）問 18 の①～⑦以外で、あなたができる（できそ

うな）ことがあれば、ご記入ください。 

 

観光客に対して問 18 の①～⑦以外の活動として、できる（できそうな）ことについては、

次の通りとなっている。 

 

【できること・できそうなこと】 

1．観光客への案内・声かけ 

観光客への案内 

町で困っている人を見かけたら声をかける 

観光客以外でも人に親切にするよう心がけている 

抹茶の提供、例えば野点 

2．外国語での案内 

英語で案内できる 

スペイン語が多少話せる 

3．民泊 

民泊 

4．情報発信 

SNS、ブログ等で発信する 

SNS を使った河内長野市の紹介（イベント参加等） 
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（8）観光の取り組みによる効果 

問 19 あなたは、河内長野市が観光の取り組みを進めることで、どのような効果を生むと

思いますか。（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光の取り組みを進めることで期待される効果は、「市の認知度向上につながる」が 40.4％

となっており、次いで「市内での雇用創出につながる」と「自然環境保護の意識が高まる」が

ともに 10.4％となっている。 

 

【観光の取り組みによる効果 性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、男女とも「市の認知度向上につながる」が第 1 位であり、男性の第 2 位は「市

内での雇用創出につながる」が 12.7％、女性は「自然環境保護の意識が高まる」が 11.4％とな

っている。 

 

 

  

回答数

1 325

2 37

3 73

4 84

5 38

6 57

7 84

8 効果は期待できない 52

9 複数回答 15

無回答 39

全体 804

市の認知度向上につながる

農林業・商工業の振興につながる

市内での雇用創出につながる

地域コミュニティの強化につながる

市民である誇りが生まれる

自然環境保護の意識が高まる

河内長野らしい名産品が生まれる

40.4

4.6

9.1

10.4

4.7

7.1

10.4

6.5

1.9

4.9

0 10 20 30 40 50
(％)

10.0

10.0

40.4

40.1

40.7

10.0

10.0

4.6

4.1

5.1

10.0

10.0

9.1

8.3

9.7

10.0

10.0

10.4

12.7

8.5

10.0

10.0

4.7

5.2

4.4

10.0

10.0

7.1

6.2

8.0

10.0

10.0

10.4

9.3

11.4

10.0

10.0

6.5

8.8

4.4

10.0

10.0

1.9

1.8

1.9

10.0

10.0

4.9

3.6

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

男性

(387名)

女性

(413名)

市の認

知度向
上につ

ながる

河内長

野らしい
名産品

が生ま

れる

農林業・

商工業
の振興

につな

がる

市内で

の雇用
創出に

つなが

る

地域コ

ミュニ
ティの強

化につ

ながる

市民で

ある誇り
が生ま

れる

自然環

境保護
の意識

が高まる

効果は

期待で
きない

複数

回答
無回答
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【観光の取り組みによる効果 年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、すべての年代とも「市の認知度向上につながる」が第 1 位となっている。 

第 2 位は、60 歳代・70 歳代は「自然環境保護の意識が高まる」、50 歳代は「農林業・商工

業の振興につながる」、10～20 歳・30 歳代・40 歳代は「市内での雇用創出につながる」、80

歳以上は「河内長野らしい名産品が生まれる」「農林業・商工業の振興につながる」「地域コミ

ュニティの強化につながる」が同率となっている。 

 

  

10.0

10.0

40.4

45.9

47.6

38.3

41.1

31.9

42.7

49.0

10.0

10.0

4.6

3.5

7.1

5.2

4.8

2.4

4.3

8.2

10.0

10.0

9.1

4.7

11.9

9.7

14.4

7.8

5.1

8.2

10.0

10.0

10.4

10.6

13.1

12.3

13.0

9.6

6.0

4.1

10.0

10.0

4.7

4.7

3.6

6.5

4.1

6.0

4.3

0.0

10.0

10.0

7.1

8.2

4.8

7.1

6.8

9.0

7.7

2.0

10.0

10.0

10.4

7.1

3.6

11.0

8.2

15.7

13.7

8.2

10.0

10.0

6.5

10.6

6.0

3.2

5.5

9.6

6.8

0.0

10.0

10.0

1.9

1.2

1.2

3.9

0.7

3.0

0.9

0.0

10.0

10.0

4.9

3.5

1.2

2.6

1.4

4.8

8.5

20.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)
10～20歳

(85名)
30歳代

(84名)
40歳代

(154名)
50歳代

(146名)
60歳代

(166名)
70歳代

(117名)
80歳以上

(49名)

市の認
知度向
上につ
ながる

河内長

野らしい
名産品

が生ま

れる

農林業・
商工業
の振興
につな
がる

市内で

の雇用
創出に

つなが

る

地域コ
ミュニ
ティの強
化につ
ながる

市民で
ある誇り
が生ま
れる

自然環
境保護
の意識
が高まる

効果は

期待で
きない

複数

回答
無回答
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（9）観光に取り組んでいく上で重要だと思う方策・取り組み 

問 20 あなたは、今後、河内長野市が観光に取り組んでいく上でどのような方策・取り組

みが重要だと思いますか。（○はそれぞれ 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、河内長野市が観光に取り組んでいく上で重要だと思う方策・取り組みについて「非常

に重要」と「やや重要」を合わせた『重要な方策』をみると、「ハイキングやトレッキング（山

歩き）、キャンプなど、豊かな自然を活かした観光」が 84.8％と最も多く、次いで「市内観光

に便利な交通手段の充実」が 80.5％、「本市ゆかりの歴史・文化を学び・楽しむ観光」が 76.0％

となっている。 

 

 

  

非常に重要

37.9 

27.6 

15.7 

14.6 

8.7 

17.0 

21.1 

23.9 

12.4 

9.3 

10.7 

25.2 

19.2 

18.0 

30.3 

18.5 

19.2 

43.2 

やや重要

46.9 

48.4 

38.3 

47.1 

38.3 

54.6 

41.0 

51.5 

37.4 

31.5 

35.8 

42.2 

36.9 

29.0 

43.8 

37.4 

40.2 

37.3 

あまり重要でない

5.1 

11.6 

26.7 

22.4 

33.1 

13.7 

20.8 

12.6 

29.7 

33.2 

30.8 

14.6 

24.0 

27.2 

12.8 

22.1 

20.6 

8.2 

重要でない

1.6 

2.7 

6.7 

4.7 

5.1 

2.7 

5.6 

3.0 

6.6 

8.2 

7.1 

3.4 

5.1 

9.8 

2.4 

5.7 

3.5 

2.2 

わからない

4.7 

5.6 

8.3 

6.7 

10.1 

7.3 

6.8 

4.6 

9.2 

12.9 

11.1 

10.3 

10.4 

11.4 

6.3 

11.7 

11.9 

4.7 

無回答

3.7 

4.1 

4.2 

4.5 

4.7 

4.6 

4.6 

4.5 

4.6 

4.9 

4.5 

4.4 

4.4 

4.5 

4.4 

4.5 

4.6 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

自然を活用

歴史等

自転車散策

祭りやイベント

交流等の観光

ものづくり体験

食事等を楽しむ

道の駅

工場見学

国際交流テーマ

スポーツ

観光情報の発信

外国人の受入れ

観光施設の誘致

安心して観光

タイアップ

広域的取組

便利な交通手段

凡  例 

（804 名） 
1.ハイキングやトレッキング

(山歩き)､キャンプなど、豊
かな自然を活かした観光 

2.本市ゆかりの歴史・文化を
学び・楽しむ観光 

3.起伏に富んだ地形を活か
した自転車での散策など
の観光 

4.祭りやイベントなどを楽し
むことができる観光 

5.地元の方々との交流やふ
れあいなどを通じた観光 

6.農業・林業体験、ものづく
り体験などの観光 

7.食事や買い物が楽しめる
観光 

8.道の駅を中心とした農産
品などを購入できる観光 

9.工場見学などを楽しめる
産業観光 

10.国際交流をテーマにした
観光 

11.スポーツを通じた観光 

12.ホームページや SNS を
活用した観光情報の発信 

13.外国人観光客を受け入
れるための取り組み 

14.新たな観光施設の誘致
による観光 

15.バリアフリーなどだれもが
安心して観光できる取り組
み 

16.観光関連事業者とタイア
ップした観光 

17.市域を超えた広域的な
取り組みによる観光 

18.市内観光に便利な交通
手段の充実 
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【『重要な方策』 年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

84.8 

81.2 

90.5 

89.6 

87.0 

85.5 

82.9 

63.3 

0 50 100

全体

(804名)

10～20歳

(85名)

30歳代

(84名)

40歳代

(154名)

50歳代

(146名)

60歳代

(166名)

70歳代

(117名)

80歳以上

(49名)

(％)

1．自然の活用

76.0 

64.7 

67.9 

82.5 

74.7 

80.1 

82.9 

65.3 

0 50 100
(％)

2．歴史・文化

54.0 

57.6 

56.0 

61.7 

57.5 

44.0 

54.7 

44.9 

0 50 100
(％)

3．地形等の活用

61.7 

72.9 

69.0 

64.9 

54.8 

57.8 

62.4 

53.1 

0 50 100
(％)

4．祭り・イベント

47.0 

40.0 

46.4 

55.8 

45.2 

44.0 

46.2 

53.1 

0 50 100
(％)

5．交流・ふれあい

5.地元の方々との交

流やふれあいな

どを通じた観光 

4.祭りやイベントな

どを楽しむこと

ができる観光 

3.起伏に富んだ地
形を活かした自
転車での散策な
どの観光 

2.本市ゆかりの歴

史・文化を学び・

楽しむ観光 

1.ハイキングやトレ
ッキング（山歩
き）、キャンプな
ど、豊かな自然
を活かした観光 

71.6 

70.6 

82.1 

80.5 

73.3 

68.7 

66.7 

49.0 

0 50 100

全体

(804名)

10～20歳

(85名)

30歳代

(84名)

40歳代

(154名)

50歳代

(146名)

60歳代

(166名)

70歳代

(117名)

80歳以上

(49名)

(％)

6．ものづくり体験

62.2 

63.5 

72.6 

70.1 

63.0 

54.8 

59.8 

46.9 

0 50 100

全体

(804名)

10～20歳

(85名)

30歳代

(84名)

40歳代

(154名)

50歳代

(146名)

60歳代

(166名)

70歳代

(117名)

80歳以上

(49名)

(％)

7．食事・買い物

75.4 

70.6 

86.9 

76.6 

79.5 

72.9 

74.4 

61.2 

0 50 100
(％)

8．道の駅

49.9 

50.6 

60.7 

55.8 

50.0 

45.8 

42.7 

44.9 

0 50 100
(％)

9．産業観光

40.8 

42.4 

39.3 

43.5 

36.3 

39.8 

43.6 

44.9 

0 50 100
(％)

10．国際交流

6.農業・林業体験、

ものづくり体験な

どの観光 

7.食事や買い物

が楽しめる観

光 

10.国際交流をテ

ーマにした観

光 

9.工場見学などを

楽しめる産業観

光 

8.道の駅を中心とし

た農産品などを

購入できる観光 
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『重要な方策』を年齢別にみると、「ハイキングやトレッキング（山歩き）、キャンプなど豊か

な自然を活かした観光」は 30 歳代が 90.5％と最も多く、次いで 40 歳代が 89.6％、50 歳代が

87.0％となっている。 

 

  

15.バリアフリー
などだれもが
安心して観光
できる取り組み 

12.ホームページ
や SNSを活用
した観光情報
の発信 

11.スポーツを通

じた観光 

13.外国人観光
客を受け入れ
るための取り
組み 

14.新たな観光施

設の誘致によ

る観光 

46.5 

47.1 

47.6 

49.4 

45.2 

43.4 

47.9 

49.0 

0 50 100

全体

(804名)

10～20歳

(85名)

30歳代

(84名)

40歳代

(154名)

50歳代

(146名)

60歳代

(166名)

70歳代

(117名)

80歳以上

(49名)

(％)

11．スポーツ

67.4 

65.9 

78.6 

74.7 

67.1 

65.7 

58.1 

59.2 

0 50 100
(％)

12．情報発信

56.1 

60.0 

67.9 

64.9 

54.1 

50.6 

48.7 

46.9 

0 50 100

全体

(804名)

10～20歳

(85名)

30歳代

(84名)

40歳代

(154名)

50歳代

(146名)

60歳代

(166名)

70歳代

(117名)

80歳以上

(49名)

(％)

13．外国人受け入れ

47.0 

50.6 

56.0 

51.3 

43.2 

45.2 

43.6 

40.8 

0 50 100
(％)

14.新観光施設

74.1 

75.3 

81.0 

78.6 

76.0 

72.9 

68.4 

61.2 

0 50 100
(％)

15．バリアフリー

56.0 

56.5 

57.1 

64.9 

56.8 

45.8 

61.5 

44.9 

0 50 100

全体

(804名)

10～20歳

(85名)

30歳代

(84名)

40歳代

(154名)

50歳代

(146名)

60歳代

(166名)

70歳代

(117名)

80歳以上

(49名)

(％)

16．業者とタイアップ

59.3 

60.0 

63.1 

65.6 

60.3 

53.0 

58.1 

55.1 

0 50 100
(％)

17．広域的観光

80.5 

83.5 

77.4 

85.1 

82.9 

79.5 

81.2 

63.3 

0 50 100
(％)

18．市内交通手段

18.市内観光に便

利な交通手段の

充実 

17.市域を超えた広

域的な取り組み

による観光 

16.観光関連事業

者とタイアップし

た観光 
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（10）観光振興についての感想・提案 

問 21 本市の観光振興について、感じることや提案などがございましたら、ご記入ください。 

 

河内長野市の観光振興については、230 名が 309 件の感想や提案があり、主なものは次のと

おりとなっている。 

 

【主な感想・提案】 

1．都市基盤整備などに関して 

観光に便利な交通環境の充実 

観光案内所や観光マップの増設、観光ガイド育成 

ショッピングモールや映画館などのレジャー施設の誘致など商業の活性化 

駅周辺の再整備による活性化 

宿泊施設 

各スポットを回る交通手段 

観光スポットが点在しつながりがない 

公共トイレの整備 

食事ができる場所 

ファミリーや若者向けの施設が少ない 

大学誘致、リゾート型介護住宅の誘致 

2．観光の魅力づくりなどに関して 

自然を活かした観光やイベント 

自然を楽しめるキャンプやハイキング、アスレチック、BBQ など 

歴史的魅力を活かす（高野街道、楠木正成 など） 

観光資源が少ない 

特産品の開発 

目玉となる観光スポット 

スポーツイベント 

新しい観光資源の創出 

面的な観光開発 

3．観光の取り組みの充実に関して 

PR 不足、PR の仕方が下手 

交通機関、旅行社、事業者、産官学との連携 

本気で取り組んでいるように見えない 

ターゲットを明確にする 

「自転車」をキーワードにした充実 

他市町村の観光地との連携 

4．その他 

市民生活を豊かにすることが観光振興につながる 

観光振興による現在の環境が壊れることが心配 

観光より市民サービスや産業の充実を 

駅周辺の商店街の活性化 

観光振興による効果は望めない 

ホタルの町 

地域の美化 
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（11）「ちかくて、ふかい 奥河内」の認知度 

問 22 あなたは、「ちかくて、ふかい 奥河内」を知っていますか。（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

『ちかくて、ふかい 奥河内』の認知度は、「知らない」が 40.9％、「知っている」が 28.1％、

「聞いたことがある」が 29.1％となっている。 

「知っている」と「聞いたことがある」を合わせると 57.2％となっている。 

 

【「ちかくて、ふかい 奥河内」の認知度 性別・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、男性は「知っている」が 34.4％、女性が 21.8％となっている。 

年齢別にみると、「知っている」は、70 歳代が 41.0％と最も多く、次いで 30 歳代が 32.1％、

40 歳代が 29.2％となっている。 

  

回答数

1 知っている 226

2 聞いたことがある 234

3 知らない 329

無回答 15

全体 804

28.1

29.1

40.9

1.9

0 10 20 30 40 50
(％)

知っている

28.1

34.4

21.8

聞いたことがある

29.1

25.3

32.7

知らない

40.9

38.5

43.6

無回答

1.9

1.8

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

男性

(387名)

女性

(413名)

22.4

32.1

29.2

19.9

28.9

41.0

18.4

29.4

25.0

26.0

30.8

32.5

27.4

34.7

47.1

42.9

44.2

48.6

36.7

29.9

34.7

1.2

0.0

0.6

0.7

1.8

1.7

12.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～20歳

(85名)

30歳代

(84名)

40歳代

(154名)

50歳代

(146名)

60歳代

(166名)

70歳代

(117名)

80歳以上

(49名)
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【「ちかくて、ふかい 奥河内」の認知度 地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

地域別にみると、「知っている」は、長野地域が 32.7％と最も多く、次いで西地域が 31.3％、

東地域が 29.9％となっている。 

 

 

  

知っている

28.1

32.7

29.9

22.9

31.3

26.7

22.2

29.3

聞いたことがある

29.1

32.1

27.8

28.3

28.8

33.3

27.8

26.7

知らない

40.9

34.0

40.3

45.8

38.8

39.0

50.0

42.7

無回答

1.9

1.3

2.1

3.0

1.3

1.0

0.0

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)
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（12）「ちかくて、ふかい 奥河内」の感想 

問 23 あなたは「ちかくて、ふかい 奥河内」をどう思いますか。（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ちかくて、ふかい 奥河内』の感想は、「市のイメージに合っている」が 51.9％、「どちら

ともいえない」が 37.7％、「市のイメージには合わない」が 5.7％となっている。 

 

【「ちかくて、ふかい 奥河内」の感想 性別・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、「市のイメージに合っている」は男性が 50.4％、女性が 53.3％となっている。 

年齢別にみると、「市のイメージに合っている」は、30 歳代が 58.3％と最も多く、次いで 40

歳代が 56.5％、10～20 歳が 54.1％となっている。 

  

回答数

1 市のイメージに合っている 417

2 46

3 どちらともいえない 303

無回答 38

全体 804

市のイメージには合わない

51.9

5.7

37.7

4.7

0 10 20 30 40 50 60
(％)

市のイメージに

合っている

51.9

50.4

53.3

市のイメージには

合わない

5.7

6.7

4.8

どちらともいえない

37.7

38.0

37.3

無回答

4.7

4.9

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

男性

(387名)

女性

(413名)

54.1

58.3

56.5

50.0

49.4

53.8

34.7

4.7

2.4

3.9

5.5

8.4

7.7

2.0

37.6

36.9

37.0

41.8

37.3

32.5

44.9

3.5

2.4

2.6

2.7

4.8

6.0

18.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～20歳

(85名)

30歳代

(84名)

40歳代

(154名)

50歳代

(146名)

60歳代

(166名)

70歳代

(117名)

80歳以上

(49名)
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【「ちかくて、ふかい 奥河内」の感想 地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、「市のイメージに合っている」は、美加の台地域が 61.1％と最も多く、次

いで長野地域が 57.7％、加賀田地域が 52.4％となっている。 

 

 

 

  

市のイメージに

合っている

51.9

57.7

48.6

51.2

50.0

52.4

61.1

45.3

市のイメージには

合わない

5.7

5.8

6.9

4.8

5.0

6.7

1.9

9.3

どちらとも

いえない

37.7

31.4

41.0

38.0

41.3

36.2

33.3

41.3

無回答

4.7

5.1

3.5

6.0

3.8

4.8

3.7

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)
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2．防災対策について 

＜1．災害対策に関する意識について＞ 

（1）身近に危険を感じる災害 

問 24 あなたが身近に危険を感じる災害は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身近に危険を感じる災害（複数回答）は、「地震」が 83.2％と最も多く、次いで、「土砂崩れ・

がけ崩れ」が 41.7％、「台風（暴風雨）」が 40.5％となっている。 

 

 

  

回答数

1 地震 669

2 津波 10

3 台風（暴風雨） 326

4 豪雨 288

5 河川の氾濫 118

6 土砂崩れ・がけ崩れ 335

7 火災 271

8 落雷 152

9 竜巻 88

10 その他 6

11 22

無回答 15

回答総数 2,300

全体 804

特に危険を感じていない

83.2

1.2

40.5

35.8

14.7

41.7

33.7

18.9

10.9

0.7

2.7

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
(MA％)
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（2）住んでいる地域の災害に対する安全性の感覚 

問 25 あなたは、住んでいる地域が災害に対して、安全だと感じていますか。それとも危

険だと感じていますか。（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

住んでいる地域の災害に対する安全性については、「ある程度安全だと感じている」が 46.1％

と最も多く、次いで「安全とも危険ともいえない」が 25.1％、「ある程度危険だと感じている」

が 12.1％となっている。 

「安全だと感じている」と「ある程度安全だと感じている」を合わせた『安全だと認識』は

56.1％となっている。 

 

【住んでいる地域の災害に対する安全性の感覚 地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、『安全だと認識』は南花台地域が 65.4％と最も多く、次いで長野地域が

64.1％、千代田地域が 60.3％となっている。  

回答数

1 安全だと感じている 80

2 371

3 安全とも危険ともいえない 202

4 97

5 危険だと感じている 42

無回答 12

全体 804

ある程度安全だと感じている

ある程度危険だと感じている

10.0

46.1

25.1

12.1

5.2

1.5

0 10 20 30 40 50
(％)

安全だと

感じている

10.0

10.3

5.6

14.5

6.3

5.7

11.1

14.7

ある程度

安全

46.1

53.8

42.4

45.8

41.3

39.0

48.1

50.7

安全・危険

ともいえない

25.1

25.0

29.2

23.5

22.5

29.5

24.1

22.7

ある程度

危険

12.1

7.7

18.1

10.2

18.8

13.3

13.0

5.3

危険だと

感じている

5.2

2.6

3.5

3.0

10.0

11.4

3.7

5.3

無回答

1.5

0.6

1.4

3.0

1.3

1.0

0.0

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)

安全だと
感じている

ある程度安全
だと感じている

安全とも危険
ともいえない

危険だと
感じている

無回答
ある程度危険
だと感じている
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（3）家族等との災害時の安否確認方法の話し合い・取り決めの状況 

問 26 あなたは、家族や身近な人と、災害が起きた時の安否確認方法などについて、話し

合い、取り決めていますか。（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

家族や身近な人と、災害が起きた時の安否確認方法などについての話し合い・取り決めにつ

いては、「はい」が 38.6％、「いいえ」が 59.6％となっている。 

 

 

（4）家族等との話し合い・取り決めの内容 

問 26－1 （問 26で「はい」と回答された方）それは、どのような内容ですか。（○はいく

つでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族や身近な人と、災害が起きた時の安否確認方法などについて話し合い・取り決めをして

いる具体の内容（複数回答）は、「LINE、Facebook などの SNS で知らせる」が 39.0％と最

も多く、次いで「ケータイ災害用伝言板ダイヤルで知らせる」が 34.2％、「171 災害用伝言ダ

イヤルで知らせる」が 23.9％となっている。 

 

  

回答数

1 はい 310

2 いいえ 479

無回答 15

全体 804

38.6

59.6

1.9

0 10 20 30 40 50 60
(％)

回答数

1 74

2 106

3 1

4 121

5 34

6 25

7 38

8 29

9 その他 5

無回答 17

回答総数 450

該当数 310

子どもの引き取りに関する取り決め

勤め先の安否確認システムを利用

Web171災害用ブロードバンド伝言板で知らせる

LINE、FacebookなどのSNSで知らせる

遠くの親戚などの中継役に連絡

隣近所や町内会等の連絡先を把握

171災害用伝言ダイヤルで知らせる
ケータイ災害用伝言板ダイヤルで知らせる

23.9

34.2

0.3

39.0

11.0

8.1

12.3

9.4

1.6

5.5

0 10 20 30 40
(MA％)
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（5）自宅以外の場所に避難しなければならない事態への備え・対策 

問 27 あなたやご家族は、自宅以外の場所に避難しなければならない事態に備えてどのよ

うな対策をとっていますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅以外の場所に避難しなければならない事態への備え・対策（複数回答）としては、「避

難場所の位置を確認している」が 45.9％と最も多く、次いで「特に何もしていない」が 38.2％、

「家族が落ち合う場所を決めている」が 18.2％となっている。 

 

【自宅以外の場所に避難する事態への備え・対策 地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、すべての地域は「避難場所の位置を確認している」が最も多く、次いで「特

に何もしていない」となっている。 

  

全体
回答
総数

避難場
所の位
置を確
認してい
る

実際に
避難場
所、避難
経路も確
認してい
る

家族との
連絡方
法を決め
ている

家族が
落ち合う
場所を
決めて
いる

その他 特に何も
していな
い

無回答

804 1,047 369 81 119 146 10 307 15

100.0 130.2 45.9 10.1 14.8 18.2 1.2 38.2 1.9

156 210 74 17 21 34 2 59 3

100.0 134.6 47.4 10.9 13.5 21.8 1.3 37.8 1.9

144 188 63 16 20 29 2 56 2

100.0 130.6 43.8 11.1 13.9 20.1 1.4 38.9 1.4

166 206 76 15 22 28 2 58 5

100.0 124.1 45.8 9.0 13.3 16.9 1.2 34.9 3.0

80 105 33 9 16 11 2 32 2

100.0 131.3 41.3 11.3 20.0 13.8 2.5 40.0 2.5

105 141 47 15 14 18 2 44 1

100.0 134.3 44.8 14.3 13.3 17.1 1.9 41.9 1.0

54 73 27 2 11 12 0 21 0

100.0 135.2 50.0 3.7 20.4 22.2 0.0 38.9 0.0

75 98 38 6 12 13 0 27 2

100.0 130.7 50.7 8.0 16.0 17.3 0.0 36.0 2.7

美加の台地
域

全体

長野地域

東地域

千代田地域

西地域

加賀田地域

南花台地域

回答数

1 369

2 81

3 119

4 146

5 その他 10

6 特に何もしていない 307

無回答 15

回答総数 1,047

全体 804

実際に避難場所、避難経路も確認

家族が落ち合う場所を決めている

家族との連絡方法を決めている

避難場所の位置を確認している 45.9

10.1

14.8

18.2

1.2

38.2

1.9

0 10 20 30 40 50
(MA％)
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（6）外出中の被災に備えて身につけているもの 

問 28 あなたは、外出中の被災に備えていつも何を身につけていますか。（○はいくつで

も） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出中の被災に備えていつも身につけているもの（複数回答）は、「身につけていない」が

49.3％と最も多く、次いで「身元や血液型、連絡先等を記したカード」が 20.4％、「マスクや

ハンカチ」が 19.7％となっている。 

 

 

 

  

回答数

1 164

2 135

3 68

4 34

5 68

6 マスクやハンカチ 158

7 27

8 47

9 その他 35

10 身につけていない 396

無回答 14

回答総数 1,146

全体 804

身元や血液型、連絡先等を記したカード

診察券や病名・処方薬を書いたメモ
状況把握のポケットラジオ、メモ帳、筆記具

LEDランプ付きのキーホルダーや笛

会社等の防災手帳や緊急連絡網など

ペットボトルの水やチョコレート

臓器提供意思表示カード

20.4

16.8

8.5

4.2

8.5

19.7

3.4

5.8

4.4

49.3

1.7

0 10 20 30 40 50
(MA％)
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＜2．地震対策に関する意識について＞ 

（1）大地震に対する住まいの安全性・危険性 

問 29 あなたのお住まいは、阪神・淡路大震災や熊本地震のような大地震に対しても大丈

夫だ（倒壊や損傷をしない）と思いますか。それとも危ないと思いますか。（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阪神・淡路大震災や熊本地震のような大地震に対する住まいの安全性は、「危ないと思う」

が 37.6％、「たぶん大丈夫だと思う」が 25.6％、「少し危ないと思う」が 20.8％となっている。 

「大丈夫だと思う」と「たぶん大丈夫だと思う」を合わせた『大丈夫と思っている』は 31.4％

となっている。一方、「危ないと思う」と「すこし危ないと思う」を合わせた『危ないと思っ

ている』は 58.4％となっている。 

 

 

【大地震に対する住まいの安全性・危険性 性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、『大丈夫と思っている』は男性が 34.6％、女性が 28.6％となっている。 

また、『危ないと思っている』は男性が 56.8％、女性が 59.8％となっている。 

 

 

  

回答数

1 大丈夫だと思う 47

2 たぶん大丈夫だと思う 206

3 少し危ないと思う 167

4 危ないと思う 302

5 どちらともいえない 48

6 わからない 29

無回答 5

全体 804

5.8

25.6

20.8

37.6

6.0

3.6

0.6

0 10 20 30 40
(％)

大丈夫

5.8

6.7

5.1

たぶん

大丈夫

25.6

27.9

23.5

少し危ない

20.8

20.9

20.8

危ない

37.6

35.9

39.0

どちらとも

いえない

6.0

5.9

5.8

わからない

3.6

2.3

4.8

無回答

0.6

0.3

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

男性

(387名)

女性

(413名)

大丈夫だと
思う

たぶん大丈
夫だと思う

少し危ない
と思う

危ないと
思う

どちらとも
いえない

わからない 無回答
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（2）住まいの構造 

問 30 あなたのお住まいの構造は、何ですか。（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住まいの構造は、「木造（防火木造は除く）」が 46.0％、「非木造（鉄筋・鉄骨コンクリート

造り等）」が 35.2％、「防火木造」が 14.3％となっている。 

 

【住まいの構造 地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、「木造（防火木造は除く）」が最も多い地域は、西地域（65.0％）、東地域

（52.8％）、加賀田地域（49.5％）、美加の台地域（40.7％）となっている。また、「非木造（鉄

筋・鉄骨コンクリート造り等）」が最も多い地域は、南花台地域（45.3％）、千代田地域（44.6％）、

長野地域（40.4％）となっている。 

 

  

回答数

1 木造（防火木造は除く） 370

2 防火木造 115

3 283

4 わからない 29

無回答 7

全体 804

非木造（鉄筋・鉄骨コンクリート造り等）

46.0

14.3

35.2

3.6

0.9

0 10 20 30 40 50
(％)

木造

46.0

39.7

52.8

38.6

65.0

49.5

40.7

42.7

防火木造

14.3

14.7

13.9

9.6

17.5

18.1

20.4

9.3

非木造

35.2

40.4

30.6

44.6

13.8

28.6

37.0

45.3

わからない

3.6

4.5

2.8

5.4

2.5

2.9

1.9

1.3

無回答

0.9

0.6

0.0

1.8

1.3

1.0

0.0

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)

木造

（防火木造は除く）
防火木造

非木造（鉄筋・鉄骨
コンクリート造り等）

わからない 無回答
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（3）住まいの種類 

問 31 あなたのお住まいの種類は、何ですか。（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

住まいの種類は、「一戸建て」が 77.0％と最も多く、次いで「共同住宅（3 階建て以上）」が

19.0％、「共同住宅（2 階建てまで）」が 3.1％となっている。 

 

【住まいの種類 地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、すべての地域で「一戸建て」が最も多く、特に西地域が 98.8％、加賀田地

域が 87.6％、東地域が 86.1％となっている。 

また、「共同住宅（3 階建て以上）」は、千代田地域が 36.1％、南花台地域が 28.0％、長野地

域が 22.4％となっている。 

 

 

  

回答数

1 一戸建て 619

2 25

3 153

無回答 7

全体 804

共同住宅（2階建てまで）

共同住宅（3階建て以上）

77.0

3.1

19.0

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80
(％)

一戸建て

77.0

74.4

86.1

56.6

98.8

87.6

85.2

70.7

共同住宅
(2階建てまで)

3.1

2.6

3.5

5.4

0.0

2.9

1.9

0.0

共同住宅
(3階建て以上)

19.0

22.4

10.4

36.1

0.0

9.5

11.1

28.0

無回答

0.9

0.6

0.0

1.8

1.3

0.0

1.9

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)
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（4）住まいの所有関係 

問 32 あなたのお住まいの所有関係は、何ですか。（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

住まいの所有関係は、「持ち家」が 86.3％、「賃貸住宅」が 12.7％となっている。 

 

【住まいの所有関係 地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、すべての地域で「持ち家」は 7 割を超えており、特に加賀田地域は 95.2％、

西地域は 95.0％、美加の台地域は 92.6％と 9 割を超えている。 

一方、「賃貸住宅」は、千代田地域が 20.5％、南花台地域が 18.7％、長野地域が 14.7％とな

っている。 

 

 

 

  

回答数

1 持ち家 694

2 賃貸住宅 102

無回答 8

全体 804

86.3

12.7

1.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
(％)

持ち家

86.3

84.6

89.6

77.7

95.0

95.2

92.6

80.0

賃貸住宅

12.7

14.7

10.4

20.5

3.8

3.8

5.6

18.7

無回答

1.0

0.6

0.0

1.8

1.3

1.0

1.9

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)
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（5）大地震に備えた対策 

問 33 あなたのお住まいでは、大地震が起こった場合に備えて、どのような対策をされて

いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大地震が起こった場合に備えた対策（複数回答）は、「携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品など

を準備」が 42.5％と最も多く、次いで「食糧や飲料水を準備している」が 41.5％、「避難する

場所を決めている」が 33.2％となっている。 

 

  

回答数

1 112

2 146

3 164

4 82

5 54

6 120

7 65

8 213

9 56

10 15

11 71

12 37

13 334

14 342

15 91

16 130

17 107

18 17

19 38

20 60

21 62

22 148

23 60

24 267

25 66

26 その他 11

27 特に何もしていない 134

無回答 17

回答総数 3,019

全体 804

食器棚などは飛び出さないように工夫

タンスは固定し､耐震ロックなどを設置

倒れても安全なように、家具の向きを変更

新しい家具は、背が低いものを選定

基本的に、重いものは上に置かない

強化ガラスやフィルムを貼っている

防災訓練に積極的に参加している

防塵マスクを準備している

避難する場所を決めている

ハザードマップで地震防災情報を確認

家族との連絡方法などを決めている

非常用トイレを準備している

修理・工作用具を準備している

薬、入れ歯など無ければ困るものを準備

住まいの危険度は把握しているが､対策は未実施

ブロック塀を点検し、倒壊を防止

耐震補強工事をしている

食糧や飲料水を準備している
携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などを準備

非常持ち出し用衣類、毛布などを準備

スリッパやズック靴などを置いている

貴重品などを持ち出せるように準備

消火器や水を入れたバケツを準備

いつも風呂の水をため置き
家具や冷蔵庫などを固定し、転倒を防止

13.9

18.2

20.4

10.2

6.7

14.9

8.1

26.5

7.0

1.9

8.8

4.6

41.5

42.5

11.3

16.2

13.3

2.1

4.7

7.5

7.7

18.4

7.5

33.2

8.2

1.4

16.7

2.1

0 10 20 30 40 50
(MA％)
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（6）家具や冷蔵庫などを固定していない理由 

問 33－1 問 33で「3．家具や冷蔵庫などを固定し、転倒を防止している」に○をつけなか

った方にお聞きします。 

あなたが、家具や冷蔵庫などを固定していない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大地震が起こった場合に備えて“家具や冷蔵庫などを固定していない理由”（複数回答）は、

「特に理由はない」が 23.4％と最も多く、次いで「面倒くさいから」が 19.4％、「固定しても

効果がないと思うから」が 15.1％となっている。 

 

 

  

回答数

1 74

2 81

3 29

4 51

5 面倒くさいから 121

6 お金がかかるから 67

7 21

8 56

9 94

10 その他 31

11 特に理由はない 146

無回答 77

回答総数 848

該当数 623

固定しても効果がないと思うから

転倒しても危険ではないと思うから

どうやって固定したらよいかわからない

固定方法はわかっても、自分ではできない

部屋の見た目が悪くなるから

家具や壁に傷をつけるから

地震が起きても転倒しないと思うから

11.9

13.0

4.7

8.2

19.4

10.8

3.4

9.0

15.1

5.0

23.4

12.4

0 10 20 30
(MA％)
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（7）住まいの危険度を把握しているが、耐震補強工事をしていない理由 

問 33－2 問 33で「12．耐震診断を行い、住まいの危険度は把握しているが、工事等の対策

はしていない」に○をつけた方にお聞きします。 

耐震補強工事をしていない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“耐震診断を行い、住まいの危険度は把握しているが、工事等の対策はしていない理由”（複

数回答）は、「お金がかかるから」が 40.5％と最も多く、次いで「地震に強い家に住んでいる

と思うから」が 32.4％、「効果があるか不明だから」が 24.3％となっている。 

 

  

回答数

1 12

2 3

3 見た目が悪くなるから 0

4 面倒くさいから 3

5 お金がかかるから 15

6 必要性を実感できないから 6

7 効果があるか不明だから 9

8 3

9 その他 2

10 特に理由はない 3

無回答 4

回答総数 60

該当数 37

地震に強い家に住んでいると思うから

どうやって着手したらよいかわからない

集合住宅や借家など、判断できない

32.4

8.1

0.0

8.1

40.5

16.2

24.3

8.1

5.4

8.1

10.8

0 10 20 30 40 50
(MA％)
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＜3．防災情報に関する意識について＞ 

（1）「緊急地震速報」の認知度 

問 34 あなたは、「緊急地震速報」をご存じですか。（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

『緊急地震速報』は、「知っている」が 90.0％となっている。 

 

 

（2）「緊急地震速報」を受け取った場合を想定して準備すること 

問 34－1 あなたは、緊急地震速報を受け取った場合を想定して、どのような準備をしよう

と考えていますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急地震速報を知っている人について、緊急地震速報を受け取った場合を想定して準備する

こと（複数回答）は、「家の中の安全な場所の確保」が 44.8％と最も多く、次いで「机の下に

入るなどのとるべき行動の確認」が 40.9％、「特に考えていない」が 21.7％となっている。 

 

 

  

回答数

1 知っている 724

2 知らない 48

無回答 32

全体 804

90.0

6.0

4.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(％)

回答数

1 324

2 296

3 132

4 その他 21

5 特に考えていない 157

無回答 8

回答総数 938

該当数 724

家の中の安全な場所の確保
机の下に入るなどのとるべき行動の確認

家庭内でとるべき行動の話し合い

44.8

40.9

18.2

2.9

21.7

1.1

0 10 20 30 40 50
(MA％)
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（3）防災に関する知識や情報の入手希望先 

問 35 あなたは、防災全般に関する知識や情報をどのような手段や方法で提供されたらよ

いと思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災全般に関する知識や情報などの提供手段や方法として希望すること（複数回答）は、「市

で配布するパンフレット、市の広報」が 45.9％、「学校での教育」が 44.8％、「テレビやラジ

オ」が 44.0％、「防災訓練・避難訓練」が 42.5％となっている。 

 

 

  

回答数

1 学校での教育 360

2 防災訓練・避難訓練 342

3 57

4 87

5 24

6 369

7 インターネット 200

8 129

9 テレビやラジオ 354

10 新聞や雑誌 162

11 その他 15

12 わからない 38

無回答 32

回答総数 2,169

全体 804

市で配布するパンフレット、市の広報

防災の展示会やシンポジウム

市などの防災に関する講座やセミナー

大学の教授など専門家の講演会

会合や知人・友人等との会話

44.8

42.5

7.1

10.8

3.0

45.9

24.9

16.0

44.0

20.1

1.9

4.7

4.0

0 10 20 30 40 50
(MA％)
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＜4．防災関連のイベントに関する意識について＞ 

（1）防災関連の訓練や講演会などのイベントの参加・見学状況 

問 36 あなたは、ここ 3 年位の間に、防災関連の訓練や講演会などのイベントに参加した

り、見学したことはありますか。（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災関連の訓練や講演会などのイベントへの近年の参加・見学状況は、「参加したことがあ

る」が 32.3％、「知っていたが、参加・見学したことはない」が 30.0％、「行われていること

を知らなかった」が 29.6％となっている。 

 

【防災関連の訓練や講演会などのイベントの参加・見学状況 年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、「参加したことがある」は 60 歳代が 42.2％と最も多く、次いで 80 歳以上

が 34.7％、70 歳代が 34.2％となっている。 

「知っていたが、参加・見学したことはない」は 60 歳代が 34.9％、80 歳以上が 34.7％、50

歳代が 31.5％となっている。 

 

  

回答数

1 参加したことがある 260

2 29

3 241

4 238

無回答 36

全体 804

参加したことはないが、見学したことはある

知っていたが、参加・見学したことはない

行われていることを知らなかった

32.3

3.6

30.0

29.6

4.5

0 10 20 30 40
(％)

参加した

32.3

16.5

33.3

28.6

30.8

42.2

34.2

34.7

見学した

3.6

0.0

3.6

2.6

2.7

2.4

8.5

8.2

参加・見学

したことはない

30.0

23.5

25.0

27.9

31.5

34.9

29.9

34.7

知らなかった

29.6

57.6

35.7

39.6

31.5

15.7

17.9

10.2

無回答

4.5

2.4

2.4

1.3

3.4

4.8

9.4

12.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

10～20歳

(85名)

30歳代

(84名)

40歳代

(154名)

50歳代

(146名)

60歳代

(166名)

70歳代

(117名)

80歳以上

(49名)

知っていたが、参加・

見学したことはない
参加した
ことがある

参加したことはない
が、見学したことはある

行われていること
を知らなかった

無回答



 

43 

（2）参加・見学した防災訓練や講演会などのイベント 

問 36－1 問 36で「1．参加したことがある」「2．参加したことはないが、見学したことは

ある」に○をつけた方にお聞きします。 

それはどのようなイベントでしたか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加・見学したことのある防災の訓練や講演会などのイベント（複数回答）は、「町内会や

自治会が主催する防災訓練」が 56.7％、「市の主催する防災訓練」と「その他」が 24.9％とな

っている。 

 

 

（3）防災関連の訓練や講演会などのイベントに参加・見学しなかった理由 

問 36－2 問 36で「3．訓練や講演会などが行われていることは知っていたが、参加したり、

見学したことはない」に○をつけた方にお聞きします。 

参加・見学されなかった理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、防災関連の訓練や講演会などのイベントに参加・見学しなかった理由（複数回答）は、

「忙しいなど時間的余裕がなかったから」が 50.6％と最も多く、「特に理由はない」が 15.8％、

「具体的な日時・場所等がわからなかったから」が 11.6％となっている。 

  

回答数

1 72

2 164

3 その他 72

無回答 6

回答総数 314

該当数 289

町内会や自治会が主催する防災訓練

市の主催する防災訓練 24.9

56.7

24.9

2.1

0 10 20 30 40 50 60
(MA％)

回答数

1 20

2 28

3 26

4 24

5 25

6 122

7 その他 8

8 特に理由はない 38

無回答 14

回答総数 305

該当数 241

形式的であったり、イベント化していたから

具体的な日時･場所等がわからなかったから

会場にいくのに大変だったから

関心・興味がなかったから

時間的に拘束されると思ったから

忙しいなど時間的余裕がなかったから

8.3

11.6

10.8

10.0

10.4

50.6

3.3

15.8

5.8

0 10 20 30 40 50 60
(MA％)



 

44 

＜5．災害時の助け合いに関する意識について＞ 

（1）「自助」「共助」「公助」の言葉の認知状況 

問 37 災害が発生した時にその被害を軽減するために取る対応について、国や地方公共団

体による「公助」、地域の住民やボランティア、企業等の連携による「共助」、自ら身

を守る「自助」という言葉があります。 

あなたは、この「自助」「共助」「公助」という言葉を知っていましたか。（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自助」「共助」「公助」という言葉の認知状況は、「聞いたことがなかった」が 41.3％と最

も多く、次いで「聞いたことがあり、意味も理解している」が 34.6％、「聞いたことはあるが、

意味は知らなかった」が 19.9％となっている。 

 

 

  

回答数

1 278

2 160

3 聞いたことがなかった 332

無回答 34

全体 804

聞いたことがあり、意味も理解している

聞いたことはあるが､意味は知らなかった

34.6

19.9

41.3

4.2

0 10 20 30 40 50
(％)
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（2）災害発生時に取るべき対応 

問 38 災害の発生時に取るべき対応として、あなたの気持ちに最も近いものはどれですか。

（○は 1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害の発生時に取るべき対応は、「公助、共助、自助のバランスが取れた対応」が 51.1％と

半数を超えており、次いで「自助に重点を置いた対応をすべき」が 19.2％、「共助に重点を置

いた対応をすべき」が 9.8％となっている。 

 

【災害発生時に取るべき対応 地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、すべての地域で「公助、共助、自助のバランスが取れた対応」が最も多く、

特に東地域（55.6％）・加賀田地域（55.2％）・美加の台（52.0％）・南花台地域（50.0％）は半

数を超えている。 

また、「自助に重点を置いた対応をすべき」は長野地域が 25.6％、加賀田地域が 23.8％とな

っている。  

公助に重点

14.3

4.7

3.8

4.2

3.6

7.5

5.7

4.0

0.0

共助に重点

14.3

9.8

9.0

9.0

10.2

8.8

7.6

12.0

20.4

自助に重点

14.3

19.2

25.6

18.8

15.7

17.5

23.8

13.3

18.5

バランス

14.3

51.1

49.4

55.6

49.4

47.5

55.2

52.0

50.0

その他

14.3

1.1

1.3

0.7

2.4

1.3

1.0

0.0

0.0

わからない

14.3

9.7

7.7

9.0

12.0

12.5

3.8

14.7

9.3

無回答

14.3

4.4

3.2

2.8

6.6

5.0

2.9

4.0

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)

公助、共

助、自助の
バランスが
取れた対応

公助に重点

を置いた対
応をすべき

共助に重点

を置いた対
応をすべき

自助に重点

を置いた対
応をすべき

その他 わからない 無回答

回答数

1 38

2 79

3 154

4 411

5 その他 9

6 わからない 78

無回答 35

全体 804

公助に重点を置いた対応をすべき

共助に重点を置いた対応をすべき

公助､共助､自助のバランスが取れた対応

自助に重点を置いた対応をすべき

4.7

9.8

19.2

51.1

1.1

9.7

4.4

0 10 20 30 40 50 60
(％)
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（3）大規模な災害時に住民同士の助け合いが必要な時にできること 

問 39 大規模な災害が発生し、住民同士の助け合いが必要になった場合、あなたなら何が

できると思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大規模な災害が発生し、住民同士の助け合いが必要になった場合にできること（複数回答）

は、「安否確認作業」が 44.0％と最も多く、次いで「救助活動」が 42.4％、「身体の不自由な方

や高齢者のケア」が 30.5％となっている。 

 

  

回答数

1 救助活動 341

2 消火活動 220

3 安否確認作業 354

4 負傷者のケア 159

5 245

6 食料・備蓄品の提供 153

7 井戸水の提供 18

8 自宅スペースの提供 139

9 その他 20

10 何もできないと思う 145

無回答 17

回答総数 1,811

全体 804

身体の不自由な方や高齢者のケア

42.4

27.4

44.0

19.8

30.5

19.0

2.2

17.3

2.5

18.0

2.1

0 10 20 30 40 50
(MA％)
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（4）災害時の地域の活動で一翼を担うべきと思う組織等 

問 40 災害時の行政による活動のほかに、地域の活動において一翼を担うべきものは何だ

と思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時に地域の活動の一翼を担うべきと思う組織（複数回答）は、「町内会や自治会等」が

60.9％と最も多く、次いで「個人一人ひとり」が 45.6％、「ボランティア組織等」が 26.0％と

なっている。 

 

【災害時に地域活動で一翼を担うべきと思う組織等 地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、「町内会や自治会等」は西地域が 72.5％と最も多く、「個人一人ひとり」は

美加の台地域が 55.6％となっている。 

 

  

回答数

1 町内会や自治会等 490

2 自主防災組織等 204

3 防犯協議会等 81

4 学校のPTA組織等 76

5 ボランティア組織等 209

6 企業等の自主組織 85

7 個人一人ひとり 367

8 その他 11

9 わからない 82

無回答 15

回答総数 1,620

全体 804

60.9

25.4

10.1

9.5

26.0

10.6

45.6

1.4

10.2

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70
(MA％)

全体
回答
総数

町内会
や自治
会等

自主防
災組織
等

防犯協
議会等

学校の
PTA組

織等

ボラン
ティア
組織等

企業等
の自主
組織

個人一
人ひと
り

その他 わから
ない

無回答

804 1,620 490 204 81 76 209 85 367 11 82 15

100.0 201.5 60.9 25.4 10.1 9.5 26.0 10.6 45.6 1.4 10.2 1.9

156 320 87 35 16 20 49 19 73 2 15 4

100.0 205.1 55.8 22.4 10.3 12.8 31.4 12.2 46.8 1.3 9.6 2.6

144 279 93 39 10 6 29 12 71 3 14 2

100.0 193.8 64.6 27.1 6.9 4.2 20.1 8.3 49.3 2.1 9.7 1.4

166 320 83 33 17 16 45 31 72 1 17 5

100.0 192.8 50.0 19.9 10.2 9.6 27.1 18.7 43.4 0.6 10.2 3.0

80 162 58 26 11 1 18 4 32 1 11 0

100.0 202.5 72.5 32.5 13.8 1.3 22.5 5.0 40.0 1.3 13.8 0.0

105 217 68 30 10 12 30 8 47 1 10 1

100.0 206.7 64.8 28.6 9.5 11.4 28.6 7.6 44.8 1.0 9.5 1.0

54 121 33 15 7 9 14 5 30 0 8 0

100.0 224.1 61.1 27.8 13.0 16.7 25.9 9.3 55.6 0.0 14.8 0.0

75 157 53 21 9 9 21 4 31 3 5 1

100.0 209.3 70.7 28.0 12.0 12.0 28.0 5.3 41.3 4.0 6.7 1.3

長野地域

東地域

千代田地域

加賀田地域

西地域

南花台地域

美加の台地
域

全体
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（5）災害時の地域の活動で一翼を担うべきと考えられる組織等への加入状況 

問 41 あなたは、災害時に地域の活動において一翼を担うと考えられる組織のどれかに入

っていますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時に地域の活動において一翼を担うと考えられる組織への加入状況（複数回答）は、「町

内会や自治会等」が 58.6％と最も多く、次いで「入っている組織はない」が 31.7％、「ボラン

ティア組織等」が 8.3％となっている。 

 

【災害時に地域活動で一翼を担う組織等への加入状況 地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

地域別にみると、「町内会や自治会等」は西地域が 81.3％と最も多く、「入っている組織はな

い」は千代田地域が 41.6％となっている。 

 

  

全体
回答
総数

町内会
や自治
会等

自主防
災組織
等

防犯協
議会等

学校の
PTA組

織等

ボラン
ティア組
織等

企業等
の自主
組織

その他 入ってい
る組織
はない

無回答

804 980 471 62 19 51 67 29 8 255 18

100.0 121.9 58.6 7.7 2.4 6.3 8.3 3.6 1.0 31.7 2.2

156 195 76 12 6 14 16 11 2 56 2

100.0 125.0 48.7 7.7 3.8 9.0 10.3 7.1 1.3 35.9 1.3

144 176 88 14 2 10 8 3 0 50 1

100.0 122.2 61.1 9.7 1.4 6.9 5.6 2.1 0.0 34.7 0.7

166 200 81 11 3 13 11 6 1 69 5

100.0 120.5 48.8 6.6 1.8 7.8 6.6 3.6 0.6 41.6 3.0

80 102 65 7 4 1 10 2 2 10 1

100.0 127.5 81.3 8.8 5.0 1.3 12.5 2.5 2.5 12.5 1.3

105 121 66 6 1 4 9 4 0 27 4

100.0 115.2 62.9 5.7 1.0 3.8 8.6 3.8 0.0 25.7 3.8

54 67 37 6 2 2 6 1 0 11 2

100.0 124.1 68.5 11.1 3.7 3.7 11.1 1.9 0.0 20.4 3.7

75 88 42 4 0 5 5 1 3 26 2

100.0 117.3 56.0 5.3 0.0 6.7 6.7 1.3 4.0 34.7 2.7

西地域

加賀田地域

南花台地域

長野地域

東地域

千代田地域

美加の台地
域

全体

回答数

1 町内会や自治会等 471

2 自主防災組織等 62

3 防犯協議会等 19

4 学校のPTA組織等 51

5 ボランティア組織等 67

6 企業等の自主組織 29

7 その他 8

8 入っている組織はない 255

無回答 18

回答総数 980

全体 804

58.6

7.7

2.4

6.3

8.3

3.6

1.0

31.7

2.2

0 10 20 30 40 50 60
(MA％)
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（6）自助・共助の推進のために市に期待すること 

問 42 今後、防災に関して「自助」「共助」が促進されるために、市に期待することは何で

すか。あなたの率直なご意見をご記入ください。 

 

防災に関して「自助」「共助」が促進されるために、河内長野市に期待することについては、

289 名が 350 件の意見があり、主なものは次のとおりとなっている。 

 

1．防災意識の向上・人材育成の充実 

積極的な PR の徹底による防災意識、共助・自助意識の啓発 

小単位の防災訓練・研修会を定期的に実施 

防災に関する明確な指針と方針、想定外に対する防災機関やシステムの再構築 

防災用具、食料等の備蓄 

高齢者・障がい者の確認と移動方法確保 

共助リーダー、組織の発掘と育成 

危険箇所の周知 

2．情報の提供、物資の供給 

広報・冊子での防災情報の提供 

速やかで正確な情報提供 

防災グッズなどの提供や頒布 

3．迅速な復旧等 

迅速な行動 

的確な指導・指示 

道路、橋、河川、ガケ等の危険現場などの管理 

ライフラインの早期復旧（水、電気等）、瓦礫の処理 

避難所とその誘導 

緊急連絡網の整備・確立、緊急アナウンス・サイレンの点検 

安全な避難場所の提供と運営 

柔軟で臨機応変な対応 

生活物資の供給、医療スタッフの派遣、災害時の介護サービスの継続 

避難所の冷暖房、風呂等の設置、プライバシーへの配慮 

地域企業、病院との連携 

金融の緊急措置 

4．防災・減災への取り組み支援 

自治会との連携 

高齢者増により若年層の市民の力が反映できる体制 

地域、防災組織への金銭支援 

備蓄倉庫内標準アイテムの表示 

耐震補強のための補助金 

自治会加入の勧め 

他自治体等との積極的な連携強化 
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5．その他 

その他（自分で取り組むべきこと、防災に関する感想 など） 

市職員の責任とスキルアップ 

公助と自助共助の役割分担を明確に 

自助・共助は個人の意識の問題。市は公助に全力を注ぐ 

期待していない 

避難・保護の優先順位は申し訳ないが子どもから 

よくやっている 
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3．市政全般について 

（1）現在の満足度 

問 9 あなたは、現在の河内長野市の生活環境等についてどの程度満足されていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

非常に満足

4.2 

8.6 

5.2 

3.9 

2.0 

4.6 

3.2  

2.1 

2.4 

2.5 

2.2 

3.1 

3.6 

2.2 

2.7 

3.0 

4.5 

3.0 

2.5 

1.9 

1.7 

6.0  

4.6 

11.2 

9.6 

2.7 

5.2 

6.1 

2.5 

3.5  

7.5 

1.5 

1.7 

1.5 

1.6 

1.5 

1.1 

1.5 

8.5 

4.0 

やや満足

13.2 

21.6 

14.4 

12.8 

5.1 

15.0 

11.4 

5.3 

5.6 

13.2 

11.1 

15.9 

14.7 

10.3 

13.1 

11.7 

15.5 

10.4 

6.0 

6.0 

6.5 

15.8 

19.8 

22.5 

31.5 

12.8 

22.8 

18.5 

10.8 

9.7  

14.4 

3.0 

5.2 

5.0 

3.9 

5.5 

4.2 

4.4 

15.0 

18.8 

普通

52.1 

49.1 

53.9 

54.2 

51.1 

51.7 

34.8 

30.7 

44.3 

50.4 

43.5 

39.1 

37.3 

43.3 

42.4 

46.0 

44.7 

44.5 

50.7 

50.1 

45.5 

53.1 

52.5 

43.8 

42.2 

44.9 

49.5 

48.9 

45.1 

38.8 

55.2 

31.5 

42.0 

41.8 

33.3 

44.0 

38.8 

33.0 

49.0 

46.9 

やや不満

7.7 

6.3 

10.6 

13.9 

11.1 

11.1 

24.1 

16.8 

18.3 

10.8 

7.8 

9.5 

12.9 

11.6 

10.2 

9.7 

8.7 

14.6 

4.7  

3.4 

6.2 

9.1  

7 .6  

11.4 

8.0 

23.5 

13.4 

15.7 

23.9 

25.1 

9.3 

32.6 

13.1 

19.2 

19.3 

11.3 

13.9 

16.8 

9.2 

15.5 

非常に不満

2.9 

2.5  

3.9 

5.6 

2.5 

2.0 

7.3 

6.1 

7.6 

2.9 

3.1 

3.0 

3.4  

3.7 

3.4 

2.5 

1.6 

4.7 

1.6 

1.0 

1.4 

2.7 

1.1 

3.6 

2.1 

9.1 

3.6  

5.3 

11.1 

14.7 

4.4 

21.1 

3.7  

7.7 

11.9 

3.6  

6.1 

8.5 

3.7 

3.2 

わからない

17.4 

9.5 

9.5 

7.0 

25.1 

13.1 

16.4 

35.2 

19.4 

17.8 

28.4 

25.7 

23.9 

24.6 

24.3 

23.0 

20.9 

18.2 

30.1 

33.3 

34.1 

9.3 

10.8 

4.4 

4.2 

4.9 

3.0  

2.7 

3.5 

6.2  

6.2 

7.8 

31.3 

22.0 

26.9 

31.1 

32.5 

32.8 

11.2 

4.1 

無回答

2.5 

2.4 

2.6 

2.6 

3.1 

2.5 

2.6 

3.7 

2.5 

2.5 

3.9 

3.7 

4.2 

4.2 

4.0 

4.1 

4.1 

4.6 

4.4 

4.4 

4.6 

4.0 

3.6 

3.1 

2.5 

2.1 

2.5 

2.7 

3.1 

2.0 

3.0 

2.5 

2.9 

2.9 

3.1 

3.0 

3.4 

3.1 

3.4 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

防災

消防・救急

防犯

交通安全

消費者行政

地域の支え合い

高齢者の暮らしやすさ

障がい者の暮らしやすさ

社会保障制度

健康づくりの環境

児童福祉

子育てのしやすさ

小中学校の教育環境

青少年の健全な育成

生涯学習の環境

文化芸術活動の環境

歴史文化遺産 保存活用

スポーツ施設などの環境

人権尊重と平和意識高揚

男女共同参画の推進

国際交流や多文化共生

自然環境への配慮

循環型社会への取り組み

騒音・悪臭などの少なさ

景観の美しさ

市街地の整備

住環境

公園や緑地などの環境

道路や橋などの交通網

公共交通サービス

上下水道

商業地などの賑わい

農林業の振興

観光事業

働きやすさ

連携や市民と行政の協働

行政改革への取り組み

透明性の高い財政運営

市職員の窓口等での対応

市全体として

凡 例 

1．防災 

2．消防・救急 

3．防犯 

4．交通安全 

5．消費者行政 

6．地域の支え合い 

7．高齢者にとっての暮らしやすさ 

8．障がい者にとっての暮らしやすさ 

9．社会保障制度 

10．健康づくりを進める環境 

11．児童に対する福祉 

12．子育てのしやすさ 

13．小中学校の教育環境 

14．青少年の健全な育成 

15．各種講座や施設など生涯学習の環境 

16．文化芸術活動などの環境 

17．歴史文化遺産の保存・活用 

18．スポーツ施設や活動などの環境 

19．人権の尊重と平和意識の高揚 

20．男女共同参画の推進 

21．国際交流や多文化共生社会の推進 

22．自然環境への配慮 

23．リサイクル施策など循環型社会への取り組み 

24．騒音・悪臭などの少なさ 

25．まちなみ・自然・歴史など景観の美しさ 

26．市街地の整備 

27．住環境 

28．公園や緑地などの環境 

29．道路や橋などの交通網 

30．バスなどの公共交通サービス 

31．上下水道 

32．商業地などの賑わい 

33．農林業の振興 

34．観光事業 

35．身近な場での働きやすさ 

36．市民同士の連携や市民と行政の協働 

37．行政改革への取り組み 

38．適正で透明性の高い財政運営 

39．市職員の窓口や電話等での対応 

40．市全体として 

【
安
全
・
安
心
】 

 

【
福
祉
・
健
康
】 

【
子
育
て
・
教
育
・
生
涯
学
習
】 

【
人
権
】 

 
 

【
環
境
】 

 

【
都
市
基
盤
】 

 
 
 
 

【
産
業
】 

 

【
協
働
・
行
財
政
】【
人
事
】 

全体（804 名） 
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市政に対する現在の満足度については、“商業地などの賑わい”を除いたすべての項目につ

いて「普通」が最も多くなっている。 

また、「非常に満足」では、“騒音・悪臭などの少なさ”が 11.2％と最も多く、次いで“まち

なみ・自然・歴史など景観の美しさ”が 9.6％、“消防・救急”が 8.6％となっている。 

「非常に満足」と「やや満足」を合わせた『満足』をみると、“まちなみ・自然・歴史など

景観の美しさ”が 41.1％と最も多く、次いで“騒音・悪臭などの少なさ”が 33.7％、“消防・

救急”が 30.2％となっている。 

一方、「非常に不満」と「やや不満」を合わせた『不満』は、“商業地などの賑わい”が 53.7％

と最も多く、次いで“バスなどの公共交通サービス”が 39.8％、“道路や橋などの交通網”が

35.0％となっている。 

なお、「市全体として」は、「普通」が 46.9％、『満足』が 22.8％、『不満』が 18.7％となっ

ている。 
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【安全・安心】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安全・安心】の分野については、『満足』は“消防・救急”が 30.2％と最も多く、『不満』

は“交通安全”が 19.5％と他の項目に比べて多くなっている。 

 

≪地域別≫（『満足』＝「非常に満足」＋「やや満足」、『不満』＝「非常に不満」＋「やや不満」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、『満足』については、“防災”は長野地域（24.4％）が、“消防・救急”は西

地域と南花台地域（ともに 40.0％）が、“防犯”と“交通・安全”“消費者行政”は南花台地

域（それぞれ 28.0％、28.0％、12.0％）が最も多くなっている。 

一方、『不満』は、“防災”と“防犯”“交通・安全”は東地域（それぞれ 14.6％、22.2％、

29.2％）が、“消防・救急”は千代田地域（12.0％）が、“消費者行政”は加賀田地域（21.0％）

が最も多くなっている。 

 

  

満足

17.4

24.4

13.9

14.5

20.0

11.4

16.7

22.7

普通

52.1

54.5

46.5

50.6

56.3

59.0

59.3

48.0

不満

10.6

5.1

14.6

9.0

12.5

13.3

9.3

10.7

0% 50% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)

満足

30.2

38.5

27.1

21.1

40.0

26.7

27.8

40.0

普通

49.1

42.3

48.6

50.0

48.8

56.2

59.3

46.7

不満

8.8

7.7

11.1

12.0

6.3

7.6

9.3

5.3

0% 50% 100%

満足

16.7

21.2

9.0

11.4

18.8

18.1

14.8

28.0

普通

54.2

53.8

50.7

49.4

62.5

59.0

64.8

54.7

不満

19.5

18.6

29.2

25.9

12.5

15.2

16.7

8.0

0% 50% 100%

満足

7.1

10.9

5.6

4.8

5.0

4.8

9.3

12.0

普通

51.1

48.1

51.4

47.6

66.3

49.5

57.4

56.0

不満

13.6

13.5

12.5

10.2

11.3

21.0

18.5

9.3

0% 50% 100%

5．消費者行政 1．防災 2．消防・救急 3．防犯 4．交通安全 

満足

19.6

25.0

16.0

12.7

18.8

19.0

25.9

28.0

普通

53.9

53.8

50.0

49.4

63.8

61.0

55.6

56.0

不満

14.5

9.0

22.2

21.1

13.8

11.4

13.0

2.7

0% 50% 100%

非常に満足

4.2

8.6

5.2

3.9

2.0

やや満足

13.2

21.6

14.4

12.8

5.1

普通

52.1

49.1

53.9

54.2

51.1

やや不満

7.7

6.3

10.6

13.9

11.1

非常に不満

2.9

2.5

3.9

5.6

2.5

わからない

17.4

9.5

9.5

7.0

25.1

無回答

2.5

2.4

2.6

2.6

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

1.防災

2.消防・救急

3.防犯

4.交通安全

5.消費者行政

1.防災 

 

2.消防・救急 

 

3.防犯 

 

4.交通安全 

 

5.消費者行政 

全体（804 名） 
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【福祉・健康】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【福祉・健康】の分野については、『満足』は“地域の支え合い”が 19.6％と最も多く、『不

満』は“高齢者にとっての暮らしやすさ”が 31.4％と他の項目に比べて多くなっている。 

 

≪地域別≫（『満足』＝「非常に満足」＋「やや満足」、『不満』＝「非常に不満」＋「やや不満」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、『満足』については、“地域の支え合い”は西地域（27.5％）が、“高齢者に

とっての暮らしやすさ”は長野地域（23.1％）が、“障がい者にとっての暮らしやすさ”と“社

会保障制度”“健康づくりを進める環境”は南花台地域（それぞれ 10.7％、14.7％、21.3％）

が最も多くなっている。 

一方、『不満』は、“地域の支え合い”と“健康づくりを進める環境”は東地域（それぞれ 16.0％、

16.7％）が、“高齢者にとっての暮らしやすさ”は美加の台地域（46.3％）が、“障がい者にと

っての暮らしやすさ”と“社会保障制度”は加賀田地域（それぞれ 28.6％、36.2％）が最も多

くなっている。  

満足

8.0

10.9

4.9

6.6

5.0

8.6

7.4

14.7

普通

44.3

51.3

45.8

36.1

52.5

41.0

57.4

38.7

不満

25.9

19.2

28.5

30.7

21.3

36.2

14.8

20.0

0% 50% 100%

満足

19.6

25.0

16.0

14.5

27.5

19.0

18.5

26.7

普通

51.7

51.3

55.6

41.0

55.0

56.2

59.3

53.3

不満

13.1

11.5

16.0

15.7

10.0

13.3

14.8

6.7

0% 50% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)

6．地域の支え合い 7．高齢者にとって
の暮らしやすさ 

満足

14.6

23.1

11.8

11.4

11.3

10.5

13.0

21.3

普通

34.8

34.0

33.3

35.5

42.5

31.4

33.3

40.0

不満

31.4

21.2

39.6

24.1

38.8

41.9

46.3

21.3

0% 50% 100%

8．障がい者にとっ
ての暮らしやすさ 

9．社会保障制度 10．健康づくりを
進める環境 

満足

7.4

8.3

6.3

7.2

10.0

4.8

9.3

10.7

普通

30.7

33.3

28.5

28.9

31.3

27.6

38.9

34.7

不満

22.9

18.6

25.7

20.5

25.0

28.6

27.8

16.0

0% 50% 100%

満足

15.7

21.2

11.1

13.9

11.3

14.3

20.4

21.3

普通

50.4

53.2

50.0

44.6

58.8

53.3

51.9

50.7

不満

13.7

10.3

16.7

14.5

12.5

14.3

14.8

10.7

0% 50% 100%

非常に満足

4.6

3.2

2.1

2.4

2.5

やや満足

15.0

11.4

5.3

5.6

13.2

普通

51.7

34.8

30.7

44.3

50.4

やや不満

11.1

24.1

16.8

18.3

10.8

非常に不満

2.0

7.3

6.1

7.6

2.9

わからない

13.1

16.4

35.2

19.4

17.8

無回答

2.5

2.6

3.7

2.5

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

6.地域の支え

合い

7.高齢者にと

って…

8.障がい者

にとって…

9.社会保障制

度

10.健康づくり

を…

6.地域の支え合
い 

7.高齢者にとっ
ての暮らしや
すさ 

8.障がい者にと
っての暮らし
やすさ 

 

9.社会保障制度 

 

10.健康づくりを
進める環境 

全体（804 名） 
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【子育て・教育・生涯学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子育て・教育・生涯学習】の分野については、『満足』は“歴史文化遺産の保存・活用”

が 20.0％と最も多く、『不満』は“スポーツ施設や活動などの環境”が 19.3％と他の項目に比

べて多くなっている。 

 

  

非常に満足

2.2

3.1

3.6

2.2

2.7

3.0

4.5

3.0

やや満足

11.1

15.9

14.7

10.3

13.1

11.7

15.5

10.4

普通

43.5

39.1

37.3

43.3

42.4

46.0

44.7

44.5

やや不満

7.8

9.5

12.9

11.6

10.2

9.7

8.7

14.6

非常に不満

3.1

3.0

3.4

3.7

3.4

2.5

1.6

4.7

わからない

28.4

25.7

23.9

24.6

24.3

23.0

20.9

18.2

無回答

3.9

3.7

4.2

4.2

4.0

4.1

4.1

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

11.児童に対す

る福祉

12.子育てのし

やすさ

13.小中学校の

教育環境

14.青少年の

健全育成

15.生涯学習の

環境

16.文化芸術活

動…

17.歴史文化遺

産…

18.スポーツ施

設や…

11.児童に対する
福祉 

 

12.子育てのしや
すさ 

 

13.小中学校の教
育環境 

 
14.青少年の健全
な育成 

 
15.各種講座や施
設など生涯学
習の環境 

 
16.文化芸術活動
などの環境 

 
17.歴史文化遺産
の保存・活用 

 
18.スポーツ施設
や活動などの
環境 

全体（804 名） 
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≪地域別≫（『満足』＝「非常に満足」＋「やや満足」、『不満』＝「非常に不満」＋「やや不満」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

地域別にみると、『満足』については、長野地域が“児童に対する福祉”（19.9％）、“各種講

座や施設など生涯学習の環境”（22.4％）、“文化芸術活動などの環境”（22.4％）、“歴史文化

遺産の保存・活用”（28.8％）、“スポーツ施設や活動などの環境”（21.8％）で最も多くなっ

ている。また、“子育てのしやすさ”は加賀田地域（27.3％）が、“小中学校の教育環境”と“青

少年の健全な育成”は美加の台地域（それぞれ 40.7％、24.1％）が、他の地域に比べて多くな

っている。 

一方、『不満』については、東地域が“児童に対する福祉”（13.9％）、“子育てのしやすさ”（18.9％）、

“小中学校の教育環境”（21.5％）、“青少年の健全な育成”（20.8％）、“スポーツ施設や活動な

どの環境”（23.6％）で最も多くなっている。また、“各種講座や施設など生涯学習の環境”は、

南花台地域（18.7％）が、“文化芸術活動などの環境”と“歴史文化遺産の保存・活用”は、美加

の台地域（それぞれ 20.4％、16.7％）が、他の地域に比べて多くなっている。  

満足

18.3

21.8

13.9

10.8

13.8

15.2

40.7

32.0

普通

37.3

37.2

37.5

34.9

47.5

41.0

31.5

38.7

不満

16.3

17.3

21.5

20.5

8.8

11.4

11.1

10.7

0% 50% 100%

満足

15.8

22.4

14.6

15.1

8.8

10.5

18.5

21.3

普通

42.4

46.8

40.3

36.1

51.3

46.7

46.3

37.3

不満

13.6

9.0

17.4

11.4

10.0

14.3

14.8

18.7

0% 50% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)

満足

14.7

22.4

11.1

10.8

11.3

12.4

13.0

21.3

普通

46.0

47.4

43.1

45.2

51.3

49.5

46.3

44.0

不満

12.2

10.9

16.0

9.6

11.3

9.5

20.4

13.3

0% 50% 100%

満足

13.4

21.8

13.2

10.8

10.0

9.5

13.0

13.3

普通

44.5

48.1

42.4

42.8

48.8

46.7

48.1

41.3

不満

19.3

19.2

23.6

14.5

18.8

20.0

16.7

22.7

0% 50% 100%

満足

13.3

19.9

10.4

13.3

10.0

11.4

7.4

17.3

普通

43.5

44.9

42.4

38.0

43.8

51.4

53.7

42.7

不満

10.9

9.0

13.9

11.4

10.0

10.5

13.0

6.7

0% 50% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)

満足

19.0

24.6

19.8

13.5

20.1

27.3

12.1

21.1

普通

39.1

36.9

37.7

41.1

42.3

39.0

34.1

44.7

不満

12.5

10.8

18.9

9.9

13.4

10.4

12.1

10.6

0% 50% 100%

満足

12.5

14.7

7.6

7.8

17.5

12.4

24.1

17.3

普通

43.3

45.5

40.3

38.6

46.3

48.6

44.4

49.3

不満

15.3

16.7

20.8

20.5

6.3

8.6

13.0

9.3

0% 50% 100%

11．児童に対する福祉 12．子育てのしやすさ 13．小中学校の教育
環境 

14．青少年の健全な
育成 

15．各種講座や施設な
ど生涯学習の環境 

16．文化芸術活動な
どの環境 

17．歴史文化遺産の
保存・活用 

18．スポーツ施設や
活動などの環境 

満足

20.0

28.8

21.5

17.5

10.0

15.2

22.2

24.0

普通

44.7

43.6

41.0

45.2

47.5

51.4

40.7

45.3

不満

10.3

11.5

12.2

5.4

11.3

10.5

16.7

9.3

0% 50% 100%
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【人権】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【人権】の分野については、『満足』は“人権の尊重と平和意識の高揚”が 8.5％と最も多く、

『不満』は“国際交流や多文化共生社会の推進”が 7.6％と他の項目に比べて多くなっている。 

 

≪地域別≫（『満足』＝「非常に満足」＋「やや満足」、『不満』＝「非常に不満」＋「やや不満」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、『満足』については、“人権の尊重と平和意識の高揚”は長野地域（14.1％）

が、“男女共同参画の推進”は美加の台地域（13.0％）が、“国際交流や多文化共生社会の推進”

は南花台地域（12.0％）が最も多くなっている。 

一方、『不満』は、東地域が“人権の尊重と平和意識の高揚”（9.0％）、“男女共同参画の推

進”（7.6％）、“国際交流や多文化共生社会の推進”（11.8％）のすべてについて他の地域に比

べて多くなっている。 

 

 

  

満足

8.5

14.1

4.2

7.2

7.5

6.7

11.1

12.0

普通

50.7

53.2

47.2

45.8

55.0

56.2

61.1

46.7

不満

6.3

4.5

9.0

6.0

5.0

6.7

5.6

6.7

0% 50% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)

満足

8.2

10.9

4.9

6.6

6.3

9.5

11.1

12.0

普通

45.5

50.6

38.2

40.4

51.3

48.6

55.6

44.0

不満

7.6

7.1

11.8

7.2

5.0

7.6

9.3

4.0

0% 50% 100%

満足

7.9

10.9

6.3

6.0

3.8

7.6

13.0

12.0

普通

50.1

55.1

42.4

45.8

58.8

54.3

55.6

52.0

不満

4.4

3.2

7.6

3.6

5.0

3.8

5.6

0.0

0% 50% 100%

19．人権の尊重と平
和意識の高揚 

20．男女共同参画の
推進 

21．国際交流や多文
化共生社会の推進 

非常に満足

2.5

1.9

1.7

やや満足

6.0

6.0

6.5

普通

50.7

50.1

45.5

やや不満

4.7

3.4

6.2

非常に不満

1.6

1.0

1.4

わからない

30.1

33.3

34.1

無回答

4.4

4.4

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

19.人権の尊重

と平和意識の…

20.男女共同参

画の推進

21.国際交流や

多文化共生社…

19.人権の尊重と
平和意識の高
揚 

 
20.男女共同参画
の推進 

 
21.国際交流や多
文化共生社会
の推進 

全体（804 名） 
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【環境】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【環境】の分野については、『満足』は“まちなみ・自然・歴史など景観の美しさ”が 41.1％

と最も多く、『不満』は“騒音・悪臭などの少なさ”が 15.0％と他の項目に比べて多くなって

いる。 

 

≪地域別≫（『満足』＝「非常に満足」＋「やや満足」、『不満』＝「非常に不満」＋「やや不満」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

地域別にみると、『満足』については、“自然環境への配慮”は長野地域（32.1％）が最も多

く、美加の台地域が“リサイクル施策など循環型社会への取り組み”（33.3％）、“騒音・悪臭

などの少なさ”（51.9％）、“まちなみ・自然・歴史など景観の美しさ”（61.1％）で他の地域

に比べて多くなっている。 

一方、『不満』は、東地域が“自然環境への配慮”（16.7％）、“騒音・悪臭などの少なさ”

（21.5％）で最も多く、“まちなみ・自然・歴史など景観の美しさ”は、長野地域（16.0％）が

最も多くなっている。なお、“リサイクル施策など循環型社会への取り組み”は『満足』が一

番多い美加の台地域が 13.0％と他の地域よりも多くなっている。  

満足

21.8

32.1

14.6

17.5

13.8

24.8

27.8

25.3

普通

53.1

49.4

53.5

52.4

63.8

56.2

51.9

52.0

不満

11.8

9.6

16.7

9.6

8.8

12.4

14.8

10.7

0% 50% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)

満足

24.4

26.9

20.1

3.0

21.3

23.8

33.3

32.0

普通

52.5

52.6

54.2

49.4

61.3

58.1

48.1

44.0

不満

8.7

9.6

10.4

6.6

5.0

8.6

13.0

9.3

0% 50% 100%

満足

33.7

33.3

25.0

24.1

37.5

41.0

51.9

49.3

普通

43.8

46.8

46.5

45.8

46.3

41.0

40.7

36.0

不満

15.0

13.5

21.5

18.7

7.5

14.3

5.6

9.3

0% 50% 100%

満足

41.1

41.0

38.9

29.5

38.8

47.6

61.1

54.7

普通

42.2

39.1

43.1

49.4

48.8

40.0

29.6

36.0

不満

10.1

16.0

11.8

8.4

8.8

8.6

9.3

2.7

0% 50% 100%

22．自然環境への配
慮 

23．リサイクル施策な
ど循環型社会への
取り組み 

24．騒音・悪臭など
の少なさ 

25．まちなみ・自然・
歴史など景観の美
しさ 

非常に満足

6.0

4.6

11.2

9.6

やや満足

15.8

19.8

22.5

31.5

普通

53.1

52.5

43.8

42.2

やや不満

9.1

7.6

11.4

8.0

非常に不満

2.7

1.1

3.6

2.1

わからない

9.3

10.8

4.4

4.2

無回答

4.0

3.6

3.1

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

22.自然環境へ

の配慮

23.循環型社会

への取り組み

24.騒音・悪臭

などの少なさ

25.景観の美し

さ

22.自然環境への
配慮 

 
23.リサイクル施策
など循環型社
会への取り組み 

 
24.騒音・悪臭な
どの少なさ 

 
25.まちなみ・自
然・歴史など景
観の美しさ 

全体（804 名） 
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【都市基盤】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【都市基盤】の分野については、『満足』は“住環境”が 28.0％と最も多く、『不満』は“バ

スなどの公共交通サービス”が 39.8％と他の項目に比べて多くなっている。 

 

  

非常に満足

2.7

5.2

6.1

2.5

3.5

7.5

やや満足

12.8

22.8

18.5

10.8

9.7

14.4

普通

44.9

49.5

48.9

45.1

38.8

55.2

やや不満

23.5

13.4

15.7

23.9

25.1

9.3

非常に不満

9.1

3.6

5.3

11.1

14.7

4.4

わからない

4.9

3.0

2.7

3.5

6.2

6.2

無回答

2.1

2.5

2.7

3.1

2.0

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

26.市街地の整

備

27.住環境

28.公園や緑地

などの環境

29.道路や橋な

どの交通網

30.公共交通サ

ービス

31.上下水道

26.市街地の整備 

 

27.住環境 

 
28.公園や緑地な
どの環境 

 
29.道路や橋など
の交通網 

 
30.バスなどの公
共交通サービス 

 

31.上下水道 

全体（804 名） 
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≪地域別≫（『満足』＝「非常に満足」＋「やや満足」、『不満』＝「非常に不満」＋「やや不満」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、『満足』については、南花台地域が、“市街地の整備”（32.0％）、“公園や

緑地などの環境”（32.0％）、“道路や橋などの交通網”（18.7％）、“バスなどの公共交通サー

ビス”（25.3％）、“上下水道”（33.3％）で他の地域に比べて多くなっている。また、“住環境”

は、美加の台地域（42.6％）が最も多くなっている。 

一方、『不満』は、千代田地域が“市街地の整備”（35.5％）と“住環境”（22.9％）で他の

地域に比べて多く、東地域が、“公園や緑地などの環境”（30.6％）と“道路や橋などの交通

網”（42.4％）、“上下水道”（19.4％）で多くなっている。また、“バスなどの公共交通サービ

ス”は、西地域（52.5％）が他の地域に比べて多くなっている。 

  

満足

15.5

14.7

13.2

11.4

13.8

15.2

16.7

32.0

普通

44.9

48.1

43.1

44.6

46.3

49.5

46.3

36.0

不満

32.6

32.7

35.4

35.5

30.0

30.5

33.3

25.3

0% 50% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)

満足

28.0

27.6

24.3

22.9

27.5

26.7

42.6

40.0

普通

49.5

54.5

54.9

46.4

48.8

49.5

40.7

46.7

不満

17.0

16.0

16.7

22.9

13.8

19.0

14.8

8.0

0% 50% 100%

満足

24.6

30.1

20.1

23.5

22.5

20.0

25.9

32.0

普通

48.9

51.3

43.8

44.0

57.5

53.3

50.0

49.3

不満

21.0

15.4

30.6

24.1

13.8

23.8

20.4

14.7

0% 50% 100%

満足

13.3

14.1

9.7

11.4

11.3

16.2

18.5

18.7

普通

45.1

50.6

39.6

44.6

51.3

39.0

46.3

49.3

不満

35.0

30.8

42.4

35.5

31.3

41.0

31.5

26.7

0% 50% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)

満足

13.2

14.7

14.6

9.6

6.3

12.4

14.8

25.3

普通

38.8

44.2

40.3

38.0

36.3

33.3

35.2

38.7

不満

39.8

33.3

36.8

39.8

52.5

45.7

46.3

33.3

0% 50% 100%

満足

21.9

24.4

18.1

17.5

20.0

18.1

29.6

33.3

普通

55.2

56.4

52.8

57.2

58.8

60.0

46.3

52.0

不満

13.7

13.5

19.4

11.4

12.5

15.2

14.8

8.0

0% 50% 100%

26．市街地の整備 27．住環境 28．公園や緑地など
の環境 

29．道路や橋などの
交通網 

30．バスなどの公共
交通サービス 

31．上下水道 
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【産業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【産業】の分野については、『満足』は“農林業の振興”が 6.9％と最も多く、『不満』は、“商

業地などの賑わい”が 53.7％と半数を超えている。 

 

≪地域別≫（『満足』＝「非常に満足」＋「やや満足」、『不満』＝「非常に不満」＋「やや不満」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

地域別にみると、『満足』については、長野地域が“商業地などの賑わい”（7.7％）、“農林

業の振興”（10.9％）、“観光事業”（13.5％）、“身近な場での働きやすさ”（10.9％）で他の

地域に比べて多くなっている。 

一方、『不満』は、美加の台地域が“商業地などの賑わい”（66.7％）と“観光事業”（37.0％）

で他の地域に比べて多く、東地域が“農林業の振興”（19.4％）で、加賀田地域が“身近な場

での働きやすさ”（37.1％）で他の地域に比べて多くなっている。 

 

  

満足

4.5

7.7

4.2

3.0

5.0

1.0

5.6

6.7

普通

31.5

28.2

30.6

27.7

42.5

35.2

24.1

36.0

不満

53.7

58.3

58.3

52.4

42.5

52.4

66.7

49.3

0% 50% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)

満足

6.5

13.5

5.6

2.4

6.3

1.9

3.7

12.0

普通

41.8

42.3

43.1

39.2

47.5

46.7

37.0

34.7

不満

26.9

30.1

29.2

22.9

23.8

24.8

37.0

29.3

0% 50% 100%

満足

5.5

10.9

2.8

7.2

1.3

1.9

5.6

6.7

普通

33.3

36.5

30.6

33.1

33.8

31.4

40.7

34.7

不満

31.2

25.6

35.4

33.1

28.8

37.1

33.3

25.3

0% 50% 100%

満足

6.9

10.9

6.3

8.4

6.3

2.9

7.4

5.3

普通

42.0

46.2

42.4

36.1

43.8

46.7

44.4

40.0

不満

16.8

16.0

19.4

15.7

15.0

19.0

16.7

14.7

0% 50% 100%

32．商業地などの賑
わい 

33．農林業の振興 34．観光事業 35．身近な場での働
きやすさ 

非常に満足

1.5

1.7

1.5

1.6

やや満足

3.0

5.2

5.0

3.9

普通

31.5

42.0

41.8

33.3

やや不満

32.6

13.1

19.2

19.3

非常に不満

21.1

3.7

7.7

11.9

わからない

7.8

31.3

22.0

26.9

無回答

2.5

2.9

2.9

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

32.商業地など

の賑わい

33.農林業の振

興

34.観光事業

35.身近な場で

の働きやすさ

32.商業地などの
賑わい 

 

33.農林業の振興 

 

34.観光事業 

 
35.身近な場での
働きやすさ 

全体（804 名） 
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【協働・行財政】【人事】・市全体として 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【協働・行財政】の分野については、『満足』は“市民同士の連携や市民と行政の協働”が

7.0％と最も多く、『不満』は“適正で透明性の高い財政運営”が 25.3％と他の項目に比べて多

くなっている。 

【人事】の分野である“市職員の窓口や電話等での対応”は、『満足』が 23.5％、『不満』が

12.9％となっている。 

“市全体として”は、『満足』が 22.8％、『不満』が 18.7％となっている。 

 

  

非常に満足

1.5

1.1

1.5

8.5

4.0

やや満足

5.5

4.2

4.4

15.0

18.8

普通

44.0

38.8

33.0

49.0

46.9

やや不満

11.3

13.9

16.8

9.2

15.5

非常に不満

3.6

6.1

8.5

3.7

3.2

わからない

31.1

32.5

32.8

11.2

4.1

無回答

3.0

3.4

3.1

3.4

7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

36.市民同士の

連携や市民と…

37.行政改革へ

の取り組み

38.適正で透明

性の高い財…

39.職員の窓口

や電話等での…

40.市全体とし

て

36.市民同士の連
携や市民と行
政の協働 

37.行政改革への
取り組み 

 

38.適正で透明性
の高い財政運営 

39.市職員の窓口
や電話等での
対応 

40.市全体として 

全体（804 名） 
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≪地域別≫（『満足』＝「非常に満足」＋「やや満足」、『不満』＝「非常に不満」＋「やや不満」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【協働・行財政】の分野について、地域別にみると、『満足』については、“市民同士の連携

や市民と行政の協働”は美加の台地域（11.1％）が、“行政改革への取り組み”と“適正で透明

性の高い財政運営”は南花台地域（それぞれ 9.3％、10.7％）が、他の地域に比べて多くなっ

ている。 

一方、『不満』は、“市民同士の連携や市民と行政の協働”は東地域（19.4％）が、“適正で

透明性の高い財政運営”は美加の台地域（29.6％）が多くなっている。また、“行政改革への

取り組み”は、南花台地域が『満足』（9.3％）、『不満』（26.7％）と、ともに最も多くなってい

る。 

 

【人事】の分野である“市職員の窓口や電話等での対応”は、『満足』は美加の台地域（31.5％）

が、『不満』は長野地域（14.7％）が他の地域に比べて多くなっている。 

 

“市全体として”は、『満足』は長野地域（28.2％）が、『不満』は美加の台地域（24.1％）

が最も多くなっている。 

 

  

満足

7.0

10.9

4.2

6.0

6.3

3.8

11.1

9.3

普通

44.0

46.2

38.9

38.6

48.8

48.6

44.4

53.3

不満

14.9

14.1

19.4

13.3

10.0

16.2

14.8

17.3

0% 50% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)

満足

5.3

9.0

2.8

4.8

3.8

2.9

3.7

9.3

普通

38.8

41.0

33.3

36.1

42.5

42.9

46.3

40.0

不満

20.0

19.9

20.8

18.1

15.0

19.0

25.9

26.7

0% 50% 100%

満足

23.5

25.6

24.3

21.7

25.0

17.1

31.5

24.0

普通

49.0

46.8

49.3

44.0

52.5

60.0

42.6

54.7

不満

12.9

14.7

13.9

12.0

8.8

13.3

13.0

10.7

0% 50% 100%

36．市民同士の連
携や市民と行政
の協働 

37．行政改革への
取り組み 

38．適正で透明
性の高い財政
運営 

39．市職員の窓口
や電話等での対
応 

40．市全体として 

満足

5.9

8.3

3.5

4.2

5.0

4.8

7.4

10.7

普通

33.0

36.5

30.6

27.7

37.5

31.4

38.9

41.3

不満

25.3

23.7

24.3

26.5

20.0

28.6

29.6

24.0

0% 50% 100%

満足

22.8

28.2

23.6

21.7

20.0

18.1

27.8

20.0

普通

46.9

46.2

41.7

45.2

60.0

50.5

38.9

49.3

不満

18.7

16.7

22.9

19.3

11.3

20.0

24.1

16.0

0% 50% 100%
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（2）今後の重要度 

問 9 あなたは、現在の河内長野市の生活環境等について、どの程度重要だと思われますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

凡例  

1．防災 

2．消防・救急 

3．防犯 

4．交通安全 

5．消費者行政 

6．地域の支え合い 

7．高齢者にとっての暮らしやすさ 

8．障がい者にとっての暮らしやすさ 

9．社会保障制度 

10．健康づくりを進める環境 

11．児童に対する福祉 

12．子育てのしやすさ 

13．小中学校の教育環境 

14．青少年の健全な育成 

15．各種講座や施設など生涯学習の環境 

16．文化芸術活動などの環境 

17．歴史文化遺産の保存・活用 

18．スポーツ施設や活動などの環境 

19．人権の尊重と平和意識の高揚 

20．男女共同参画の推進 

21．国際交流や多文化共生社会の推進 

22．自然環境への配慮 

23．リサイクル施策など循環型社会への取り組み 

24．騒音・悪臭などの少なさ 

25．まちなみ・自然・歴史など景観の美しさ 

26．市街地の整備 

27．住環境 

28．公園や緑地などの環境 

29．道路や橋などの交通網 

30．バスなどの公共交通サービス 

31．上下水道 

32．商業地などの賑わい 

33．農林業の振興 

34．観光事業 

35．身近な場での働きやすさ 

36．市民同士の連携や市民と行政の協働 

37．行政改革への取り組み 

38．適正で透明性の高い財政運営 

【
安
全
・
安
心
】 

 
 

【
福
祉
・
健
康
】 

 
 

【
子
育
て
・
教
育
・
生
涯
学
習
】 

  

【
人
権
】 

 

【
環
境
】 

 
 

【
都
市
基
盤
】 

 
 
 
 

【
産
業
】 

 
 
 

【
協
働
・
行
財
政
】 

全体（804 名） 非常に重要

50.0 

52.5 

45.6 

39.8 

24.0 

29.6 

41.2 

33.5 

41.5 

23.8 

36.2 

41.4 

44.3 

38.6 

16.0 

14.4 

20.4 

17.9 

19.8 

12.9 

12.9 

32.3 

26.2 

31.5 

34.7 

27.2 

32.2 

23.8 

34.3 

36.3 

29.0 

26.4 

15.9 

19.5 

25.4 

16.9 

25.5 

34.7 

やや重要

35.0 

34.0 

38.7 

42.7 

41.0 

47.0 

40.4 

38.6 

36.2 

45.5 

36.6 

34.8 

32.3 

35.6 

44.2 

43.0 

45.1 

46.3 

36.1 

35.9 

36.6 

46.0 

48.8 

46.8 

44.4 

49.5 

48.3 

50.9 

45.5 

43.9 

45.5 

47.1 

44.2 

42.0 

39.9 

44.3 

37.9 

33.0 

あまり重要でない

2.4 

2.1 

3.9 

5.3 

10.0 

8.3 

4.2 

5.2 

5.8 

12.7 

5.3 

3.6 

3.5 

5.2 

15.7 

19.4 

12.9 

14.8 

15.7 

19.5 

18.8 

7.3 

8.6 

9.3  

7.6 

7.5 

5.2 

9.2  

5.2 

5.2 

8.1 

9.1 

10.2 

12.2 

9.2 

9.3 

7.3 

5.1 

重要でない

0.2 

0.1  

0.4 

0.4 

1.0 

1.1 

1.4 

1.1 

0.9 

1.2 

1.0 

0.7  

0.9 

1.0 

2.5 

2.0 

1.9 

2.1  

1.9 

2.6 

2.1 

0.5 

1.1 

0.5 

0.7 

0.1 

0.5 

0.5 

0.2 

0.5 

0.5  

0.7 

1.0 

2.9  

0.7 

1.1 

0.5 

0.5 

わからない

5.1 

3.6 

3.5 

3.9 

15.7 

5.6 

5.0 

12.7 

7.5 

7.7 

11.6 

10.4 

10.0 

10.2 

12.3 

11.6 

9.8 

9.1 

15.9 

18.4 

18.4 

5.3 

6.8 

3.9 

4.4 

5.2 

4.0 

4.2 

4.4 

4.7 

6.5 

7.0 

18.7 

13.3 

15.0 

17.4 

17.7 

15.4 

無回答

7.3 

7.7 

8.0 

8.0 

8.3 

8.3 

7.8 

9.0 

8.1 

9.1 

9.3 

9.0 

9.1 

9.5 

9.3 

9.6 

9.8 

9.8 

10.7 

10.6 

11.2 

8.5 

8.5 

8.1 

8.2 

10.4 

9.8 

11.4 

10.3 

9.3 

10.4 

9.7 

10.1 

10.1 

9.7 

10.9 

11.1 

11.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

防災

消防・救急

防犯

交通安全

消費者行政

地域の支え合い

高齢者の暮らしやすさ

障がい者の暮らしやすさ

社会保障制度

健康づくりの環境

児童福祉

子育てのしやすさ

小中学校の教育環境

青少年の健全な育成

生涯学習の環境

文化芸術活動の環境

歴史文化遺産 保存活用

スポーツ施設などの環境

人権尊重と平和意識高揚

男女共同参画の推進

国際交流や多文化共生

自然環境への配慮

循環型社会への取り組み

騒音・悪臭などの少なさ

景観の美しさ

市街地の整備

住環境

公園や緑地などの環境

道路や橋などの交通網

公共交通サービス

上下水道

商業地などの賑わい

農林業の振興

観光事業

働きやすさ

連携や市民と行政の協働

行政改革への取り組み

透明性の高い財政運営



 

65 

市の政策の重要度については、「非常に重要」と「やや重要」を合わせた『重要』が、“男女

共同参画の推進”（48.8％）と“国際交流や多文化共生社会の推進”（49.5％）を除いて、半数

を超えている。特に、“消防・救急”は 86.5％、“防災”が 85.0％、“防犯”が 84.3％となって

いる。 

 

【「非常に重要」上位 10位 性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要度について 5 段階評価のうち、「非常に重要」の回答のみを抽出し、上位 10 項目を性別

でみると、“消防・救急”と“防災”は男性が多く、その他の項目は女性が多くなっており、

特に“高齢者にとっての暮らしやすさ”は女性の方が 12.9 ポイント多くなっている。 

 

  

52.5

54.0

51.3

0 20 40 60

全体

(804名)

男性

(387名)

女性

(413名)

(％)

2．消防・救急

50.0

50.6

49.9

0 20 40 60
(％)

1．防災

45.6

45.0

46.2

0 20 40 60
(％)

3．防犯

44.3

43.7

45.0

0 20 40 60
(％)

13．小中学校の教育環境

41.5

39.3

43.8

0 20 40 60
(％)

9．社会保障制度

41.4

40.3

42.9

0 20 40 60

全体

(804名)

男性

(387名)

女性

(413名)

(％)

12．子育てのしやすさ

41.2

34.6

47.5

0 20 40 60
(％)

7．高齢者の暮らしやすさ

39.8

35.9

43.3

0 20 40 60
(％)

4．交通安全

38.6

36.4

40.4

0 20 40 60
(％)

14．青少年の健全な育成

36.3

31.8

40.2

0 20 40 60
(％)

30．公共交通

2．消防・救急 1．防災 3．防犯 13．小中学校の
教育環境 

 

消防・救急 

9．社会保障制
度 

12．子育てのし
やすさ 

7．高齢者にと
っての暮らし
やすさ 

4．交通安全 14．青少年の健
全な育成 

10．バスなどの
公共交通サー
ビス 
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【「非常に重要」上位 10位 年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「非常に重要」の上位 10 項目を年齢別でみると、20 歳代は“小中学校の教育環境”が 54.4％

と最も多くなっている。30 歳代は“防犯”が 61.9％となっている。40 歳代と 50 歳代、80 歳

以上は“防災”が 57.8％、50.0％、46.9％となっている。60 歳代と 70 歳代は“消防・救急”

が 55.6％、53.1％となっている。 

 

  

52.5

39.7

52.4

61.7

49.3

47.6

55.6

53.1

32.3

0 20 40 60 80

全体

(804名)

18・19歳

(17名)

20歳代

(68名)

30歳代

(84名)

40歳代

(154名)

50歳代

(146名)

60歳代

(166名)

70歳代

(117名)

80歳以上

(49名)

(％)

2．消防・救急

50.0

64.7

45.6

50.0

57.8

50.0

49.4

43.6

46.9

0 20 40 60 80
(％)

1．防災

45.6

52.9

44.1

61.9

51.9

43.2

39.2

38.5

42.9

0 20 40 60 80
(％)

3．防犯

44.3

64.7

54.4

58.3

53.9

37.7

38.0

33.3

34.7

0 20 40 60 80
(％)

13．小中学校の教育環境

41.5

58.8

52.9

41.7

46.1

33.6

41.0

36.8

42.9

0 20 40 60 80
(％)

9．社会保障制度

41.4

52.9

51.5

58.3

50.6

37.7

33.1

29.1

32.7

0 20 40 60 80

全体

(804名)

18・19歳

(17名)

20歳代

(68名)

30歳代

(84名)

40歳代

(154名)

50歳代

(146名)

60歳代

(166名)

70歳代

(117名)

80歳以上

(49名)

(％)

12．子育てのしやすさ

41.2

58.8

42.6

41.7

35.7

40.4

47.0

37.6

40.8

0 20 40 60 80
(％)

7．高齢者の暮らしやすさ

39.8

58.8

32.4

46.4

47.4

33.6

38.0

35.0

42.9

0 20 40 60 80
(％)

4．交通安全

38.6

47.1

39.7

50.0

44.2

33.6

38.6

28.2

34.7

0 20 40 60 80
(％)

14．青少年の健全な育成

36.3

41.2

33.8

38.1

31.8

11.0

39.8

45.3

32.7

0 20 40 60 80
(％)

30．公共交通

 2．消防・救急 1．防災 3．防犯 13．小中学校の 9．社会保障制度 
    教育環境 

 12．子育ての 7．高齢者にとって 4．交通安全 14．青少年の 30．バスなどの 
 しやすさ の暮らしやすさ  健全な育成 公共交通サービス 
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【「非常に重要」上位 10位 地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「非常に重要」の上位 10 項目を地域別でみると、“消防・救急”が、長野地域（52.6％）、

東地域（53.5％）、西地域（58.8％）、加賀田地域（53.3％）、南花台地域（54.7％）で、最も多

くなっている。千代田地域は“防災”が 52.4％と最も多く、美加の台地域は“消防・救急” と

“防犯”がともに 48.1％となっている。 

 

  

52.5

52.6

53.5

48.8

58.8

53.3

48.1

54.7

0 20 40 60

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)

(％)

2．消防・救急

50.0

49.4

52.8

52.4

48.8

52.4

40.7

46.7

0 20 40 60
(％)

1．防災

45.6

44.9

46.5

48.8

46.3

42.9

48.1

41.3

0 20 40 60
(％)

3．防犯

44.3

47.4

47.2

41.0

37.5

41.9

46.3

49.3

0 20 40 60
(％)

13．小中学校の教育環境

41.5

37.2

41.0

49.4

41.3

45.7

31.5

36.0

0 20 40 60
(％)

9．社会保障制度

41.2

38.5

44.4

40.4

45.0

38.1

40.7

41.3

0 20 40 60
(％)

7．高齢者の暮らしやすさ

39.8

43.6

39.6

43.4

41.3

39.0

31.5

28.0

0 20 40 60
(％)

4．交通安全

38.6

40.4

41.0

38.6

36.3

36.2

42.7

36.3

0 20 40 60
(％)

14．青少年健全な育成

41.4

42.9

41.7

39.8

36.3

40.0

38.9

50.7

0 20 40 60

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)

(％)

12．子育てのしやすさ

 2．消防・救急 1．防災 3．防犯 13．小中学校の 9．社会保障制度 
    教育環境 

 12．子育ての 7．高齢者にとって 4．交通安全 14．青少年の 30．バスなどの 
 しやすさ の暮らしやすさ  健全な育成 公共交通サービス 

36.3

26.9

41.7

30.1

43.8

40.0

37.0

45.3

0 20 40 60
(％)

30．公共交通
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（3）地域のまちづくり活動への参加 

問 10 あなたはこの 1年で、地域のまちづくり活動にどの程度参加されましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域のまちづくり活動への参加は、「ほとんどない」が 51.5%と最も多く、次いで「年に数

回程度」が 24.3%、「月に 1 回程度」が 10.6％となっている。 

「週に 2～3 回以上」と「週に 1 回程度」「月に 1 回程度」を合わせた『月 1 回以上』は、16.2％

となっている。 

 

【地域のまちづくり活動への参加状況 性別・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、男性は「ほとんどない」が 53.0%、女性が 50.1％とともに半数を超えている。

また、『月 1 回以上』は、男性が 17.6％であり、女性は 14.8％となっている。 

回答数

1 週に2～3回以上 16

2 週に1回程度 29

3 月に1回程度 85

4 年に数回程度 195

5 年に1回程度 55

6 ほとんどない 414

無回答 10

全体 804

2.0

3.6

10.6

24.3

6.8

51.5

1.2

0 10 20 30 40 50 60
(％)

0.0

0.0

2.6

1.4

1.2

6.8

0.0

0.0

1.2

3.2

2.1

4.2

6.8

10.2

4.7

8.3

12.3

13.0

14.5

5.1

12.2

9.4

20.2

31.2

22.6

27.1

26.5

24.5

4.7

6.0

5.8

8.9

9.0

6.0

4.1

80.0

64.3

44.8

52.1

42.8

45.3

42.9

1.2

0.0

0.0

0.0

1.2

3.4

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～20歳

(85名)

30歳代

(84名)

40歳代

(154名)

50歳代

(146名)

60歳代

(166名)

70歳代

(117名)

80歳以上

(49名)

週に2～3回

2.0

1.8

2.2

週に1回

3.6

3.4

3.9

月に1回

10.6

12.4

8.7

年に数回

24.3

22.5

25.9

年に1回

6.8

5.7

8.0

ほとんどない

51.5

53.0

50.1

無回答

1.2

1.3

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

男性

(387名)

女性

(413名)
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年齢別にみると、「ほとんどない」は 10～20 歳代が 80.0%と最も多く、60 歳代が 42.8％と

最も少なくなっている。また、『月 1 回以上』は、80 歳代が 22.4％と最も多く、次いで 60 歳

代が 19.9％、70 歳代が 18.7％となっている。 

 

【地域のまちづくり活動への参加状況 地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、「ほとんどない」は、南花台地域が 65.3%と最も多く、千代田地域が 55.4％、

長野地域が 55.1％となっている。 

また、『月 1 回以上』は、西地域が 22.6％、美加の台地域が 22.3％、加賀田地域 18.1％とな

っている。 

 

 

  

週に

2～3回

2.0

2.6

0.0

1.2

2.5

1.9

3.7

4.0

週に1回

3.6

3.8

4.2

2.4

6.3

2.9

1.9

2.7

月に1回

10.6

7.7

9.7

10.8

13.8

13.3

16.7

6.7

年に数回

24.3

23.7

31.3

16.9

28.8

24.8

31.5

20.0

年に1回

6.8

4.5

8.3

12.7

2.5

6.7

3.7

1.3

ほとんど

ない

51.5

55.1

45.1

55.4

45.0

49.5

42.6

65.3

無回答

1.2

2.6

1.4

0.6

1.3

1.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)



 

70 

（4）「地域のまちづくり活動が充実していると感じる」ことについて 

問 11 あなたは、次の項目について、どのように感じていますか。 

「1．地域のまちづくり活動が充実していると感じている」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“地域のまちづくり活動が充実していると感じている”ことについては、「普通」が 39.2%

と最も多く、次いで「あまり感じない」が 22.0%、「やや感じる」が 16.9％となっている。 

「非常に感じる」と「やや感じる」を合わせた『感じている』は、20.5％となっている。 

 

【地域のまちづくり活動が充実していると感じる割合 性別・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、『感じている』は、男性が 17.9％、女性が 23.0％となっている。 

年齢別にみると、『感じている』は、80 歳以上が 28.6％と多く、次いで 40 歳代が 26.6％、

30 歳代が 26.2％となっている。 

3.5

6.0

6.5

1.4

1.2

1.7

10.2

20.0

20.2

20.1

12.3

14.5

17.1

18.4

31.8

31.0

35.7

46.6

44.0

38.5

42.9

20.0

23.8

25.3

24.0

21.7

23.1

6.1

9.4

6.0

6.5

4.8

6.6

6.0

4.1

12.9

13.1

5.2

10.3

10.8

6.0

12.2

2.4

0.0

0.6

0.7

1.2

7.7

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～20歳

(85名)

30歳代

(84名)

40歳代

(154名)

50歳代

(146名)

60歳代

(166名)

70歳代

(117名)

80歳以上

(49名)

非常に

感じる

3.6

3.4

3.9

やや感じる

16.9

14.5

19.1

普通

39.2

44.7

34.1

あまり

感じない

22.0

21.2

22.8

ほとんど

感じない

6.3

7.0

5.8

わからない

9.6

7.8

11.4

無回答

2.4

1.6

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

男性

(387名)

女性

(413名)

回答数

1 非常に感じる 29

2 やや感じる 136

3 普通 315

4 あまり感じない 177

5 ほとんど感じない 51

6 わからない 77

無回答 19

全体 804

3.6

16.9

39.2

22.0

6.3

9.6

2.4

0 10 20 30 40
(％)
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【地域のまちづくり活動が充実していると感じる割合 地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、『感じている』は、南花台地域が 32.0％と多く、次いで西地域が 28.8％、

加賀田地域が 21.9％となっている。 

 

 

 

  

非常に

感じる

3.6

4.5

4.2

2.4

7.5

0.0

1.9

5.3

やや

感じる

16.9

17.3

9.7

12.7

21.3

21.9

18.5

26.7

普通

39.2

40.4

34.0

36.7

31.3

41.0

42.6

52.0

あまり

感じない

22.0

23.7

30.6

24.1

20.0

21.0

20.4

5.3

ほとんど

感じない

6.3

3.8

9.7

5.4

5.0

9.5

7.4

2.7

わからない

9.6

8.3

9.0

15.7

12.5

3.8

7.4

6.7

無回答

2.4

1.9

2.8

3.0

2.5

2.9

1.9

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)
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（5）「河内長野市に住み続けたい」ことについて 

問 11 あなたは、次の項目について、どのように感じていますか。 

「2．河内長野市に住み続けたいと感じている」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“河内長野市に住み続けたいと感じている”ことについては、「やや感じる」が 29.6%と最

も多く、次いで「普通」が 29.5%、「非常に感じる」が 17.5％となっている。 

「非常に感じる」と「やや感じる」を合わせた『感じている』は、47.1％となっている。 

 

【河内長野市に住み続けたいと感じる割合 性別・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、『感じている』は、男性が 48.6％、女性が 45.6％となっている。 

年齢別にみると、『感じている』は、30 歳代が 53.6％と多く、次いで 70 歳代が 51.3％、50

歳代が 47.2％となっている。 

14.1

28.6

18.2

17.1

16.3

13.7

18.4

31.8

25.0

27.9

30.1

28.3

37.6

24.5

24.7

27.4

29.9

29.5

31.3

31.6

28.6

16.5

11.9

12.3

15.1

15.7

10.3

12.2

7.1

4.8

6.5

4.8

3.0

1.7

2.0

5.9

2.4

3.9

2.7

5.4

0.9

8.2

0.0

0.0

1.3

0.7

0.0

4.3

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～20歳

(85名)

30歳代

(84名)

40歳代

(154名)

50歳代

(146名)

60歳代

(166名)

70歳代

(117名)

80歳以上

(49名)

非常に

感じる

17.5

18.6

16.5

やや感じる

29.6

30.0

29.1

普通

29.5

31.8

27.6

あまり

感じない

13.7

12.1

15.3

ほとんど

感じない

4.5

4.7

4.4

わからない

3.9

1.8

5.6

無回答

1.4

1.0

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

男性

(387名)

女性

(413名)

回答数

1 非常に感じる 141

2 やや感じる 238

3 普通 237

4 あまり感じない 110

5 ほとんど感じない 36

6 わからない 31

無回答 11

全体 804

17.5

29.6

29.5

13.7

4.5

3.9

1.4

0 10 20 30
(％)
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【河内長野市に住み続けたいと感じる割合 地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、『感じている』は、長野地域が 53.9％と多く、次いで加賀田地域が 49.5％、

西地域が 47.6％となっている。 

 

 

  

非常に

感じる

17.5

19.9

16.0

16.3

18.8

21.9

9.3

14.7

やや

感じる

29.6

34.0

31.3

25.9

28.8

27.6

37.0

28.0

普通

29.5

23.1

29.2

31.3

37.5

28.6

31.5

32.0

あまり

感じない

13.7

14.1

13.2

15.1

7.5

13.3

14.8

16.0

ほとんど

感じない

4.5

5.8

4.2

6.6

2.5

2.9

3.7

1.3

わからない

3.9

3.2

4.2

3.6

2.5

4.8

3.7

5.3

無回答

1.4

0.0

2.1

1.2

2.5

1.0

0.0

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)
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（6）「河内長野市に愛着と誇りを感じている」ことについて 

問 11 あなたは、次の項目について、どのように感じていますか。 

「3．河内長野市に愛着と誇りを感じている」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“河内長野市に愛着と誇りを感じている”ことについては、「普通」が 34.2%と最も多く、

次いで「やや感じる」が 27.0%、「非常に感じる」が 14.9％となっている。 

「非常に感じる」と「やや感じる」を合わせた『感じている』は、41.9％となっている。 

 

【河内長野市に愛着と誇りを感じている割合 性別・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、『感じている』は、男性が 42.9％、女性が 41.0％となっている。 

年齢別にみると、『感じている』は、10～20 歳代が 55.3％と多く、次いで 30 歳代が 47.6％、

40 歳代が 42.8％となっている。 

16.5

22.6

17.5

13.7

13.9

8.5

14.3

38.8

25.0

25.3

24.0

25.3

29.1

26.5

23.5

28.6

30.5

34.9

39.2

42.7

34.7

10.6

15.5

14.9

17.1

13.3

12.8

8.2

8.2

7.1

7.8

5.5

4.2

1.7

6.1

2.4

1.2

2.6

4.1

4.2

0.0

4.1

0.0

0.0

1.3

0.7

0.0

5.1

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～20歳

(85名)

30歳代

(84名)

40歳代

(154名)

50歳代

(146名)

60歳代

(166名)

70歳代

(117名)

80歳以上

(49名)

非常に

感じる

14.9

15.0

14.8

やや感じる

27.0

27.9

26.2

普通

34.2

35.4

33.2

あまり

感じない

13.9

12.4

15.5

ほとんど

感じない

5.7

5.4

6.1

わからない

2.7

2.6

2.7

無回答

1.5

1.3

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

男性

(387名)

女性

(413名)

回答数

1 非常に感じる 120

2 やや感じる 217

3 普通 275

4 あまり感じない 112

5 ほとんど感じない 46

6 わからない 22

無回答 12

全体 804

14.9

27.0

34.2

13.9

5.7

2.7

1.5

0 10 20 30 40
(％)
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【地域別 河内長野市に愛着と誇りを感じている割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、『感じている』は、加賀田地域が 49.5％と多く、次いで西地域が 47.5％、

長野地域が 46.8％となっている。 

 

  

非常に

感じる

14.9

18.6

14.6

10.8

15.0

19.0

13.0

12.0

やや

感じる

27.0

28.2

25.0

23.5

32.5

30.5

31.5

25.3

普通

34.2

32.1

37.5

33.1

33.8

29.5

33.3

41.3

あまり

感じない

13.9

16.0

12.5

17.5

10.0

8.6

18.5

13.3

ほとんど

感じない

5.7

3.8

6.3

9.6

6.3

6.7

1.9

1.3

わからない

2.7

1.3

2.1

3.6

0.0

4.8

1.9

4.0

無回答

1.5

0.0

2.1

1.8

2.5

1.0

0.0

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(804名)

長野地域

(156名)

東地域

(144名)

千代田地域

(166名)

西地域

(80名)

加賀田地域

(105名)

美加の台地域

(54名)

南花台地域

(75名)
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Ⅳ．まとめ 

1．観光振興について 

＜河内長野市の観光に対する評価＞ 

本市の観光に関して、8 割を超える人が「市外に誇れる魅力ある自然がある」、8 割近くが

「市外に誇れる魅力ある歴史・文化がある」、5 割以上が「日帰り観光に適している」ととら

えている。 

一方、「宿泊・滞在して観光を楽しめるまちである」「市民による観光客へのおもてなしが

できている」は 1 割程度にとどまっている。 

 

＜観光客へのお勧めのスポット・イベント・食べ物＞ 

観光客へのお勧めスポットは、「観心寺」「関西サイクルスポーツセンター」「大阪府立花

の文化園」「天野山金剛寺」など全ての世代であげる人が多い。 

また、お勧めのイベントとしては、10～20 歳代の約 2 割の人が「イルミネーション（寺

ヶ池公園・ラブリーホール）」をあげており、全体的には「高野街道まつり」などを多くあ

げている。 

お勧めの食べ物は、3 割近くの人が「地酒」「もも」を選んでおり、その他の食べ物より突

出している。 

 

＜市の観光に関するホームページの閲覧状況＞ 

河内長野市の観光に関するホームページの閲覧状況は、15.3％が「市ホームページ内の観

光ページ」を、9.8％が「河内長野市観光協会ホームページ」をご覧になったことがある。 

 

＜観光客に対する活動で参加してみたいもの＞ 

観光客に対して参加してみたい活動としては、約 5 割の人が「観光客に対して、おもてな

しの気持ちで接する」、4 割以上が「困っている観光客の手助けをする」「河内長野市で観光

客が気持ちよく過ごせるよう、まちや観光地の景観の美化・保全に努める」をあげている。 

 

＜観光の取り組みによる効果・重要だと思う方策など＞ 

観光の取り組みを進めることで期待される効果として、約 4 割の人が「河内長野市の認知

度向上につながる」をあげている。 

また、観光に取り組んでいく上で重要だと思う方策・取り組みとしては、8 割以上の人が

「ハイキングやトレッキング（山歩き）、キャンプなど、豊かな自然を活かした観光」と「市

内観光に便利な交通手段の充実」をあげており、特に 30 歳代では 9 割以上の人が「ハイキ

ングやトレッキング（山歩き）、キャンプなど、豊かな自然を活かした観光」となっている。 

 

＜「ちかくて、ふかい 奥河内」について＞ 

『ちかくて、ふかい 奥河内』について、約 6 割の人が「知っている」「聞いたことがあ

る」など認知している。 

また、5 割以上で「河内長野市のイメージに合っている」ととらえている。 
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2．防災対策について 

＜災害対策に関する意識＞ 

身近に危険を感じる災害として、8 割以上の人が「地震」をあげており、「土砂崩れ・がけ

崩れ」「台風（暴風雨）」がそれぞれ約 4 割となっている。災害に対しては、5 割以上の人が

住んでいる地域が『安全と認識』しており、地域別では 6 割以上が、南花台地域、長野地域、

千代田地域となっている。 

家族や身近な人と、災害が起きた時の安否確認方法などを、4 割近くの人が決めており、

「LINE、Facebook、Twitter などの SNS で無事を知らせる」が最も多くなっている。 

また、避難しなければならない事態への備えとしては、4 割以上が「避難場所の位置を確

認している」、外出中の被災に備えて身につけているものとして、約 2 割が「身元や血液型、

連絡先等を記したカード」「マスクやハンカチ」となっている。 

 

＜地震対策に関する意識＞ 

大地震に対して、約 3 割の人が『大丈夫と思っている』、約 6 割の人が『危ないと思って

いる』となっている。 

また、大地震に備えた対策としては、4 割以上が「携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などを

準備している」「食糧や飲料水を準備している」、3 割以上が「近くの学校や公園など避難す

る場所を決めている」となっているものの、「家具や冷蔵庫などを固定し、転倒を防止して

いる」は約 2 割、「耐震補強工事をしている」は 1 割未満にとどまっている。 

 

＜防災情報に関する意識＞ 

『緊急地震速報』を 9 割の人が「知っている」と回答しており、緊急地震速報を受けた場

合を想定した備えとしては、4 割以上が「家の中の安全な場所の確保」「机の下に入る、安全

な場所に移動するなどのとるべき行動の確認」をあげている。 

また、防災全般に関する知識や情報などの提供手段や方法として、4 割以上で「市で配布

するパンフレット、市の広報」「学校での教育」「テレビやラジオ」「防災訓練・避難訓練」

を希望している。 

 

＜防災関連のイベントに関する意識＞ 

防災関連の訓練や講演会などのイベントに 3 割以上の人が「参加したことがある」、また

「参加したことはないが、見学したことはある」人も含めると、5 割以上が「町内会や自治

会が主催する防災訓練」への参加・見学をあげている。 

 

＜災害時の助け合いに関する意識＞ 

「自助」「共助」「公助」という言葉を約 4 割の人が「聞いたことがなかった」と回答して

いるものの、3 割以上の人が「聞いたことがあり、言葉の意味も理解している」としており、

災害の発生時に取るべき対応として、5 割以上が「公助、共助、自助のバランスが取れた対

応をすべきである」とあげている。 

大規模な災害が発生し、住民同士の助け合いが必要になった場合にできることとして、4

割以上の人が「安否確認作業」「救助活動」をあげ、約 3 割が、「身体の不自由な方や高齢者

のケア」となっている。また、災害時に地域の活動において一翼を担うべきと思う組織では

約 6 割の人が「町内会や自治会等」をあげており、最も多くなっている。  
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3．市政全般について 

市の生活環境の満足度としては、「まちなみ・自然・歴史など景観の美しさ」や「騒音・

悪臭などの少なさ」などの【環境】分野、「消防・救急」などの【安全・安心】分野では高

く、【産業】や【協働・行財政】などの分野では低い傾向となっている。 

一方、市の政策としての重要度は、「消防・救急」「防災」「防犯」「交通安全」といった【安

全・安心】の分野が最も高く、他にも「高齢者にとっての暮らしやすさ」や「社会保障制度」

などの【福祉・健康】分野や、「小中学校の教育環境」「子育てのしやすさ」「青少年の健全

な育成」「児童に対する福祉」などの【子育て・教育】分野が重視されていることがうかが

える。 

地域のまちづくり活動への参加状況は、24.3％が「年に数回程度」参加しており、「週に 2

～3 回以上」「週に 1 回程度」「月に 1 回程度」を合わせて 16.2％が『月 1 回以上』となって

いる。 

「地域のまちづくり活動が充実していると感じている」人は、約 2 割で、年齢別では 80

歳以上が 28.6％で最も多くなっている。地域別にみると、南花台地域が 32.0％と最も多く、

次いで西地域が 28.8％となっている。 

「河内長野市に住み続けたいと感じている」人は、全体では約 5 割となっており、年齢別

にみると、30 歳代と 70 歳代で 5 割を超えている。地域別では長野地域が最も多く、5 割を

超える人が住み続けたいと感じている。 

「河内長野市に愛着と誇りを感じている」人は、全体の約 4 割で、年齢別にみると 10～

20 歳代では 5 割を超えている。地域別では加賀田地域が最も多く、約 5 割の人が市に愛着と

誇りを感じている。 
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4．経年比較 

河内長野市の生活環境の満足度・重要度を問う設問は、平成 27 年度の調査から内容を変更
しているため、過去調査とは質問項目が異なる。 

 

＜満足度＞ 

【安全・安心】 

防災 

 

 

消防・救急 

 

 

防犯 

 

 

交通安全 

 

 

【福祉・健康】 
高齢者にとっての暮らしやすさ 

障がい者にとっての暮らしやすさ 

高齢者・障がい者（児）などに 

とっての暮らしやすさ 

健康づくりを進める環境 

スポーツなど健康づくりの 

場や機会 

【子育て・教育・生涯学習】 
児童に対する福祉 

子育てのしやすさ 

児童に対する福祉や子育ての 

しやすさ 

小中学校の教育環境 

小中学校や幼稚園の教育環境 

 

各種講座や施設など生涯学習の環境 

生涯学習の環境 

 

文化芸術活動などの環境 

 

 

スポーツ施設や活動などの環境 

スポーツなど健康づくりの 

場や機会（再掲）  

満足

17.4 

18.7 

18.0 

普通

52.1 

58.6 

57.3 

不満

10.6 

12.2 

13.0 

わからない

17.4 

1.9 

6.9 

無回答

2.5 

8.6 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

H29

H26

H23

30.2 

23.8 

25.8 

49.1 

55.8 

53.7 

8.8 

10.2 

10.8 

9.5 

8.9 

5.4 

2.4 

1.3 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

19.6 

20.7 

21.0 

53.9 

55.5 

54.0 

14.5 

15.9 

18.1 

9.5 

6.2 

3.0 

2.6 

1.6 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

16.7 

18.7 

20.1 

54.2 

55.3 

58.1 

19.5 

19.2 

14.7 

7.0 

5.1 

3.0 

2.6 

1.6 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

14.6 

7.4 

10.7 

12.2 

34.8 

30.7 

43.2 

44.1 

31.4 

22.9 

25.1 

28.5 

16.4 

35.2 

19.7 

12.9 

2.6 

3.7 

1.3 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H29

H26

H23

15.7 

12.8 

13.9 

50.4 

45.3 

49.3 

13.7 

18.7 

18.4 

17.8 

21.0 

13.3 

2.5 

2.3 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

13.3 

19.0 

13.0 

11.8 

43.5 

39.1 

38.2 

46.3 

10.9 

12.5 

13.6 

16.0 

28.4 

25.7 

32.5 

20.9 

3.9 

3.7 

2.7 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H29

H26

H23

18.3 

14.3 

16.7 

37.3 

37.9 

42.1 

16.3 

15.1 

16.1 

23.9 

29.9 

19.6 

4.2 

2.8 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

15.8 

10.1 

13.0 

42.4 

41.4 

44.9 

13.6 

17.0 

15.5 

24.3 

28.9 

21.5 

4.0 

2.5 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

14.7 

13.7 

14.2 

46.0 

43.0 

48.8 

12.2 

16.5 

14.5 

23.0 

23.9 

17.3 

4.1 

2.9 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

13.4 

12.8 

13.9 

44.5 

45.3 

49.3 

19.3 

18.7 

18.4 

18.2 

21.0 

13.3 

4.6 

2.3 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23
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【人権】 

人権の尊重と平和意識の高揚 

 

 

男女共同参画の推進 

 

 

【環境】 
自然環境への配慮 
リサイクル施策など 
循環型社会への取り組み 

リサイクル施策や自然保護 

など環境へのやさしさ 

騒音・悪臭などの少なさ 

 

 

まちなみ・自然・歴史など 
景観の美しさ 

町並み・自然・歴史 

などの美しさ 

【都市基盤】 

公園や緑地などの環境 

 

道路や橋などの交通網 

 

 

バスなどの公共交通サービス 

 

 

【産業】 

商業地などの賑わい 

 

身近な場での働きやすさ 

 

 

市全体として 

 

 

 

比較可能な項目について、満足度について経年比較すると、【子育て・教育・生涯学習】【人

権】【産業】の各分野は、3 年前に比べて「満足」が増えている。一方、【環境】分野の“騒音・

悪臭などの少なさ”や【都市基盤】分野の“道路や橋などの交通網”などは「不満」が増えて

いるものの、【市全体として】は「満足」が増えている。  

8.5 

4.4 

8.9 

50.7 

52.7 

54.6 

6.3 

8.3 

7.9 

30.1 

30.0 

23.7 

4.4 

4.5 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

7.9 

4.0 

7.1 

50.1 

49.3 

53.5 

4.4 

8.4 

7.3 

33.3 

33.9 

26.6 

4.4 

4.3 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

21.8 

24.4 

20.5 

24.2 

53.1 

52.5 

50.0 

50.5 

11.8 

8.7 

12.3 

10.6 

9.3 

10.8 

14.4 

10.0 

4.0 

3.6 

2.8 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H29

H26

H23

33.7 

39.4 

42.6 

43.8 

42.4 

37.3 

15.0 

11.3 

13.7 

4.4 

4.5 

2.0 

3.1 

2.3 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

41.1 

43.2 

45.0 

42.2 

38.8 

38.3 

10.1 

11.4 

10.6 

4.2 

4.1 

2.5 

2.5 

2.5 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

24.6 

27.1 

29.3 

48.9 

46.3 

42.0 

21.0 

19.4 

22.1 

2.7 

3.3 

2.3 

2.7 

3.9 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

13.3 

9.0 

13.1 

45.1 

48.6 

46.4 

35.0 

33.6 

32.1 

3.5 

4.8 

4.6 

3.1 

4.1 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

13.2 

9.9 

13.5 

38.8 

35.6 

35.0 

39.8 

43.7 

43.3 

6.2 

7.1 

5.0 

2.0 

3.8 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

4.5 

3.8 

5.4 

31.5 

26.9 

29.7 

53.7 

57.7 

54.2 

7.8 

7.2 

5.8 

2.5 

4.3 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

5.5 

2.8 

4.5 

33.3 

26.4 

27.7 

31.2 

29.3 

44.0 

26.9 

35.1 

18.2 

3.1 

6.3 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

22.8 

10.3 

14.0 

46.9 

52.9 

52.3 

18.8 

22.1 

16.3 

4.1 

10.6 

12.2 

7.5 

4.1 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23
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＜重要度＞ 

【安全・安心】 

防災 

 

 

 

消防・救急 

 

 

防犯 

 

 

交通安全 

 

【福祉・健康】 
高齢者にとっての暮らしやすさ 

障がい者にとっての暮らしやすさ 

高齢者・障がい者（児） 

などにとっての暮らしやすさ 

健康づくりを進める環境 

スポーツなど健康づくりの 

場や機会 

 
【子育て・教育・生涯学習】 
児童に対する福祉 

子育てのしやすさ 

児童に対する福祉や子育ての 

しやすさ 

小中学校の教育環境 

小中学校や幼稚園の教育環境 

 

各種講座や施設など 
生涯学習の環境 

生涯学習の環境 

 

文化芸術活動などの環境 

 

 

スポーツ施設や活動などの環境 

スポーツなど健康づくりの場 

や機会（再掲） 

  

重要

85.0 

95.2 

93.2 

重要でない

2.6 

1.1 

2.6 

わからない

5.1 

0.8 

0.5 

無回答

7.3 

2.9 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

H29

H26

H23

86.5 

95.4 

93.7 

2.2 

0.9 

2.2 

3.6 

0.7 

0.6 

7.7 

3.0 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

84.3 

95.1 

93.6 

4.3 

1.1 

2.4 

3.5 

0.9 

0.5 

8.0 

2.9 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

81.6 

72.1 

89.5 

90.4 

5.6 

6.3 

2.0 

2.8 

5.0 

12.7 

6.1 

4.0 

7.8 

9.0 

2.4 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H29

H26

H23

69.3 

73.0 

73.6 

13.9 

14.5 

16.9 

7.7 

8.4 

5.2 

9.1 

4.0 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

72.8 

76.2 

84.4 

86.8 

6.3 

4.3 

2.6 

3.3 

11.6 

10.4 

9.9 

6.2 

9.3 

9.0 

3.1 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H29

H26

H23

76.6 

83.2 

83.1 

4.4 

3.5 

5.0 

10.0 

9.5 

7.5 

9.1 

3.7 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

60.2 

66.3 

66.3 

18.2 

18.0 

21.0 

12.3 

12.1 

8.1 

9.3 

3.5 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

57.4 

65.3 

65.8 

21.4 

20.2 

22.0 

11.6 

10.3 

7.4 

9.6 

4.2 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

64.2 

73.0 

73.6 

16.9 

14.5 

16.9 

9.1 

8.4 

5.2 

9.8 

4.0 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

82.5 

92.6 

92.2 

5.7 

3.0 

3.4 

3.9 

1.2 

0.7 

8.0 

3.2 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23
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【人権】 

人権の尊重と平和意識の高揚 

 

 

男女共同参画の推進 

 

 

【環境】 
自然環境への配慮 
リサイクル施策など 
循環型社会への取り組み 

リサイクル施策や自然保護 

など環境へのやさしさ 

騒音・悪臭などの少なさ 

 

 

まちなみ・自然・歴史 
など景観の美しさ 

町並み・自然・歴史 

などの美しさ 

【都市基盤】 

公園や緑地などの環境 

 

 

道路や橋などの交通網 

 
 

バスなどの 

公共交通サービス 

 

【産業】 

商業地などの賑わい 

 

身近な場での働きやすさ 

 

 

 

 

重要度について経年比較すると、【産業】分野の“商業地などの賑わい”は 3 年前と比べて

「重要」がわずかながら増えている。また、【都市基盤】【産業】の各分野は「重要でない」が

減っている。 

 

 

55.9 

70.2 

72.2 

17.6 

14.6 

14.5 

15.9 

11.8 

9.1 

10.7 

3.4 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

48.8 

58.1 

61.3 

22.1 

20.4 

22.2 

18.4 

18.0 

12.3 

10.6 

3.5 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

78.3 

75.0 

83.7 

84.9 

7.8 

9.7 

7.4 

8.4 

5.3 

6.8 

5.3 

2.6 

8.5 

8.5 

3.5 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H29

H26

H23

78.3 

89.1 

91.1 

9.8 

4.3 

3.2 

3.9 

3.0 

2.1 

8.1 

3.5 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

79.1 

84.9 

86.1 

8.3 

8.8 

7.5 

4.4 

3.0 

2.2 

8.2 

3.3 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

74.7 

82.9 

85.1 

9.7 

11.1 

8.0 

4.2 

2.4 

2.5 

11.4 

3.5 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

79.8 

84.7 

82.5 

5.4 

8.7 

9.2 

4.4 

3.0 

3.6 

10.3 

3.7 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

80.2 

87.4 

85.5 

5.7 

6.4 

8.1 

4.7 

2.9 

2.7 

9.3 

3.4 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

73.5 

73.2 

75.6 

9.8 

17.9 

16.7 

7.0 

4.8 

3.3 

9.7 

4.2 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23

65.3 

66.1 

72.9 

9.9 

13.9 

14.3 

15.0 

15.3 

7.9 

9.7 

4.8 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H26

H23
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